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施政方針施政方針とと予算予算
令和７年令和７年度度

２
つ
の
重
点
施
策

①
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
し
た
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
担
う
人
材
の
育
成
に

向
け
て
各
種
研
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

②
シ
ー
ム
レ
ス
な
ま
ち
づ
く
り

　

第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
に
加
え
、
交
通

等
の
物
理
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し

な
が
ら
時
間
や
場
所
の
制
約
を
克
服
す
る

シ※
１

ー
ム
レ
ス
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
今
後
、
ま

す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
町
立
病
院
お

よ
び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
、

第
２
期
健
康
と
福
祉
の
里
構
想
の
推
進
や
、

県
都
山
形
市
と
本
町
を
繋
ぐ
重
要
な
路
線

で
あ
る
国
道
３
４
８
号
の
再
整
備
に
向
け

た
取
組
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
町
外
延
伸
便

の
運
行
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
行
政

手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
よ
り
利
便
性

の
向
上
や
負
担
感
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

施
策
の
柱
「
人
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
生
数
の
減
少
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
く
厳
し
い
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
関

係
機
関
と
の
協
力
を
よ
り
一
層
進
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
子
育
て
世
代
の
方
々
が
安
心
し
て
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
相
談
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
無
償
化
や
出
生
祝
金
の

交
付
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、

言
語
の
理
解
能
力
や
社
会
性
が
高
ま
る
５

歳
児
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実
施
し
、
発

達
障
が
い
な
ど
の
特
性
の
早
期
発
見
と
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
バ
ル
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
た
社
会
的
変

化
が
急
速
に
進
む
時
代
に
お
い
て
、
社
会

を
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
広
げ
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　　　６次総合計画後期基本計画の下、新

　　　たな一歩を踏み出す令和７年度は、

前期基本計画の評価・検証を踏まえつつ、

町の将来像の実現に向け、重点４分野であ

る「人づくり」「産業・経済」「地域力」「定

住化」を施策の柱として引き続き着実に進

め、持続可能なまちを目指してまいります。

　特に、重点プロジェクトとして掲げる「持

続可能な人口対策」として、多様な人材確

保に向けて新たな人の流れを形成する取組

や、子育ておよび若者世帯の希望を叶える

環境の整備や支援、魅力的な地域づくりへ

の支援など、これまで実施してきた対策を

さらに前に進めていくとともに、「くらし」・

「しごと」の面からの支援やＰＲに取り組

むことで転入促進・転出抑制を図りつつ、

女性や子育て世代、若者に選ばれるまちづ

くりを進めてまいります。

第

教
育
の
充
実

子
育
て
し
や
す
い

     

　 

環
境
づ
く
り

－ 人、そして地域がつながり　輝き続ける　潤いのまち －

　　 広報しらたか   2025. 4 2



　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い

時
代
に
即
し
た
質
の
高
い
教
育
の
実
現
に

向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
授

業
支
援
や
教
職
員
向
け
の
活
用
研
修
等
を

深
化
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
一
人

一
台
端
末
の
更
新
お
よ
び
白
鷹
中
学
校
へ

の
電
子
黒
板
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
最
適
か
つ
創
造
性
を

育
む
学
び
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
環
境
の
改
善
に
向
け
、
各

小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
や
白

鷹
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
対
策
に
よ

り
安
全
な
教
育
環
境
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
お
い
し
く
安
全
安
心
な
学

校
給
食
の
提
供
に
向
け
、
地
元
食
材
の
積

極
的
な
活
用
に
努
め
な
が
ら
、
味
や
品
質

を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
減
少
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
地
域
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
産
業
分
野
に
お
け
る
担
い
手
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
の
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
た
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
こ
と

で
移
住
希
望
者
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
人

材
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
を
引
き
続
き

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

荒
砥
高
等
学
校
支
援
関
連
は
、
生
徒
数

の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
魅

力
化
計
画
を
基
に
、
小
規
模
校
の
特
色
を

生
か
し
た
生
徒
一
人
一
人
の
学
力
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
学
習
指
導
や
基
礎
学
力
の

向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
に
対
す
る
支
援
な

ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
芸
術
文
化
面
で
は
、
生
涯

学
習
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
多
様
な
学
習
機
会
の
創
出
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
、
町
民
自
ら
が
企
画

し
実
施
す
る
自
発
的
な
生
涯
学
習
活
動
へ

の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
利
便
性
の
向
上
と

地
域
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

山
峡
の
里
交
流
広
場
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
町

営
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
安
心
し
て
ス

キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
ペ

ア
リ
フ
ト
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

施
策
の
柱
「
産
業
・
経
済
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
候
変
動
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
料
生
産
の
不
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
化
や
持
続
可
能

な
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
地
域
の
特

色
を
い
か
し
つ
つ
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
魅
力
あ
る
産
地
の
形
成
に
向
け
、
計
画

的
な
ブ※

２

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

な
ど
も
含
め
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
関

係
機
関
と
連
携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
農
地
の
将
来
像
と
な
る
地
域

計
画
の
実
現
に
向
け
、
基
盤
整
備
や
農
地

の
集
積
・
集
約
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
と

農
地
利
用
の
最
適
化
を
図
る
と
と
も
に
、

日
本
型
直
接
支
払
交
付
金
事
業
の
取
組
を

通
し
、
集
落
機
能
お
よ
び
農
村
環
境
の
維

持
・
向
上
と
、
農
村
地
域
の
振
興
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
が
減
少
す
る
中
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
や
雇
用
就
農
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
本
町
の
農
産
物

や
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
価
値
や
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上
に

向
け
、
６
次
産
業
化
の
拠
点
と
な
る
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
森
林
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
は
本
格
的
な
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
期
を
迎
え
て
お

り
、
「
白
鷹
町
森
林(

も
り)

と
つ
な
が

る
暮
ら
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
、
そ
し
て
育
て
る
「
緑

の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、
航

空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
筆
界
想
定
図
に
よ
り
、
効
率

的
な
森
林
境
界
明
確
化
、
森
林
資
源
の
把

握
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
森
林
資
源
の
活
用
と
森
林
林
業

地
域
の
担
い
手

　
　
　
の
育
成

農
業
の
振
興

特集・令和７年度施政方針と予算

大人も、子どもも、

　　“ ここで暮らし続けたい”

　　　　　　　　　と思える町へ。

林
業
の

   

成
長
産
業
化

※１シームレス…継ぎ目のないこと／※２ブロックローテーション…ほ場をいくつかのブロックに分けて毎年、転作を実施する

ブロックを変えていく方式

　　 広報しらたか   2025. 43



キ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
労
働
生
産
性
の
向
上

に
繋
が
る
取
組
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な

観
光
交
流
推
進
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
白
鷹
町
観
光
協

会
や
関
係
団
体
、
近
隣
市
町
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
誘
客

拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
に
つ
き
ま

し
て
は
、
施
設
の
再
整
備
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
ふ
る
さ
と
森

林
公
園
を
ハ
ブ
（
中
核
）
と
し
、
地
域
の

観
光
資
源
が
連
動
し
た
「
地
域
循
環
型

ウ※
４

ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
を
図

り
、
持
続
可
能
な
観
光
事
業
の
確
立
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
日
本
の
紅(

あ
か)

を
つ

く
る
町
」
と
し
て
、
紅
花
の
安
定
し
た
生

産
に
向
け
、
課
題
で
あ
る
「
連
作
障
害
」

や
「
後
継
者
不
足
」
へ
の
対
応
に
取
り
組

み
、
生
産
量
日
本
一
の
継
続
と
、
紅
花
文

化
の
伝
承
や
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し

て
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

施
策
の
柱
「
地
域
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
年
、
自
然
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
激
甚
化
・
頻
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
す
る
中
で
、
消

防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
、
地
域
の

町
が
一
丸
と
な
り
、
自
然
環
境
と
の
共
生

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
に
対
す
る
助
成
や
、
断
熱
性
能

等
が
高
い
住
宅
新
築
へ
の
支
援
を
継
続
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
、

再
利
用
化
に
対
し
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
保

全
活
動
や
環
境
情
報
の
提
供
な
ど
に
携
わ

る
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
持
続
可
能
で

循
環
型
の
美
し
い
町
を
目
指
し
て
継
続
し

て
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
交
通
網
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
に
つ
き
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
引
き
続
き
国

道
３
４
８
号
の
高
規
格
化
に
よ
る
再
整
備

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
管

理
す
る
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
や
早
期

着
工
に
つ
い
て
も
、
事
業
推
進
に
向
け
て

要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
維
持
・
新
設
改
良
関
連
で
は
、
除

雪
機
械
の
整
備
や
除
雪
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
の

測
量
設
計
、
危
険
な
形
状
の
交
差
点
等
の

改
良
工
事
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
地
域

の
安
全
確
保
と
町
民
生
活
の
安
定
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
・
水
路
維
持
関
連
で
は
、
準
用
河

期
待
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
づ
く
り

推
進
交
付
金
に
「
地
域
防
災
対
応
分
」
を

新
設
し
、
団
を
支
え
る
地
域
の
負
担
軽
減

と
消
防
団
体
制
の
強
化
・
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
防
倉
庫
の
移
転
新
築
や
有
蓋

貯
水
槽
、
消
火
栓
整
備
な
ど
、
引
き
続
き

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
区
で
は
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

域
の
拠
点
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
特
色
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民

が
主
役
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
創
意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
新
た
な
体
制
に
よ
る
運
営
を
ス
タ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
交
付
金
等
に
よ
る
支

援
や
、
分
館
整
備
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
支
援
員
を
増
員
し
、
集
落

の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
お
い

て
は
、
隊
員
の
増
員
と
活
動
の
定
着
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
施
策
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
て
は
、
第
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
白
鷹
町
環
境
基

本
計
画
等
に
基
づ
き
、
町
民
・
事
業
所
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な

循
環
資
源
の
利
用

特
性
を
生
か
し
た

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
地
域
づ
く
り

定
住
条
件
の

　
　 

　  

充
実

の
再
生
に
向
け
て
、
機
械
化
、
省
力
化
等

に
よ
る
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進

す
る
た
め
、
路
網
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
被
害
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
町
単
独
に
よ
る
有
害
鳥

獣
処
理
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
経
済
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
原
材
料
や
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
費
、
電
気
料
金

な
ど
の
物
価
高
騰
の
継
続
に
よ
り
、
企
業

は
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

経
済
動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業

立
地
お
よ
び
設
備
投
資
に
伴
う
雇
用
の
創

出
に
向
け
、
新
産
業
団
地
造
成
に
か
か
る

整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
確
保
に
向
け
て
は
、
新
規

学
卒
者
の
町
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
を
図

る
た
め
、
新
た
に
、
採
用
者
に
対
す
る
自

動
車
運
転
免
許
費
用
助
成
を
行
う
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
人
材
育
成

対
策
と
し
て
、
事
業
者
が
行
う
従
業
員
向

け
研
修
費
用
等
へ
の
支
援
に
よ
り
、
リ※

３

ス

地
域
産
業
の

　
　
　   

振
興
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め
と
し
た
手
厚
い
子
育
て
支
援
施
策
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
移
住
者
の
確
保
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
広

域
連
携
に
よ
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
外
国
人
材
の
受
入
体
制
の
整
備
な
ど

暮
ら
し
や
す
い
環
境
整
備
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
首
都
圏
白
鷹
会
等
へ
の
継
続

し
た
支
援
の
ほ
か
、
紅
花
友
好
都
市
協
定

を
締
結
し
た
埼
玉
県
桶
川
市
を
は
じ
め
、

災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
な

ど
縁
の
あ
る
自
治
体
と
の
交
流
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
６
次
白
鷹
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
掲
げ
る
施
策
を
実
現
す
る
た
め
、
地

域
活
力
の
再
生
・
創
造
や
民
間
活
力
の
活

用
を
推
進
す
る
ほ
か
、
庁
内
に
お
い
て
も
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
Ｂ

Ｐ
Ｒ
（
業
務
改
革
）
の
取
組
に
重
点
を
置

き
、
職
員
自
ら
が
主
体
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
組
織
づ
く
り
、
人
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
－　

令
和
７
年
施
政
方
針
か
ら　

－

ら
せ
る
よ
う
安
定
的
な
地
域
医
療
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
期
健
康
と
福
祉
の
里
構
想

に
基
づ
く
病
院
再
整
備
に
着
手
し
、
末
永

く
地
域
医
療
を
守
る
砦
と
し
て
、
持
続
可

能
な
運
営
を
目
指
す
白
鷹
町
立
病
院
経
営

強
化
プ
ラ
ン
の
実
施
と
と
も
に
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
医
療
環
境
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

施
策
の
柱
「
定
住
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
施
策
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
・
転
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　

抑
制
対
策
と
し
て
、

子
育
て
・
若
者
世
帯
の
住
環
境
の
整
備
や

そ
の
取
得
等
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

現
地
調
査
に
よ
る
空
き
家
の
実
態
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
所
有
者
等
へ
の
適
正

管
理
の
働
き
か
け
や
、
危
険
空
き
家
等
解

体
に
対
す
る
助
成
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
へ
の
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
の
流
れ
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
た
め
、
総
合
的

な
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
充
実
し
た
移
住

支
援
策
や
、
保
育
料
完
全
無
償
化
を
は
じ

供
基
盤
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
移
動
支
援
や
、
難
聴
を
原
因
と
す
る

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
社
会
の
中
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
取
組
を
す

す
め
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
個

性
を
い
か
し
、
と
も
に
支
え
合
う
「
地
域

共
生
社
会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

推
定
食
塩
摂
取
量
検
査
を
後
期
高
齢
者
の

方
に
も
拡
大
し
、
高
血
圧
を
は
じ
め
と
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
立
病
院
で
の
人
間
ド
ッ

ク
の
際
に
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
、
早

期
に
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
子
育
て
支
援
も
含
め
た
こ

れ
ら
の
取
組
を
一
体
的
か
つ
効
率
的
に
進

め
て
い
く
た
め
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

改
修
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
す
べ
て
の
町
民
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
身
近
な

医
療
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
町
唯
一
の
病
院
と
し
て
医
療
の
中

核
を
担
い
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

川
６
河
川
の
維
持
管
理
を
行
う
な
ど
、
豪

雨
等
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
や
低
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・

安
心
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た

め
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
規
模
の
適
正
化
、

管
路
の
耐
震
化
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
整
備
お
よ
び
維
持
管
理

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
管
渠
や
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
や
経
営
戦
略
の
改
定

に
取
り
組
み
、
持
続
的
な
下
水
道
機
能
の

確
保
と
維
持
管
理
費
の
削
減
に
努
め
、
経

営
の
健
全
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
・
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
保
険
事
業
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
し
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
、

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
よ

り
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
高
齢
者
の
総
合

相
談
支
援
を
軸
に
し
つ
つ
、
地
域
で
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
認
知
症
予

防
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た
取
組
な
ど
を

一
体
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
分
野
を

横
断
し
た
重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
人
材
確
保
に
取
り
組
む
事

業
所
の
支
援
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

保
健
・
医
療

 

・
福
祉
の
充
実

良
好
な
住
環
境

　
　
　
の
確
保

新
た
な
人
の

　
流
れ
の
形
成

特集・令和７年度施政方針と予算

※３リスキリング…新しい知識や技術を学びなおすこと／※４ウエルネスツーリズム…地域資源に触れつつ、心身の健康増進につ

ながる観光のかたち
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□各会計予算を前年度と比較すると　　　　　　　　　

会　　計　　名 令和７年度予算額（Ａ） 令和６年度予算額（Ｂ）
比　　較

（Ａ）－（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 99 億 4,000 万円 92 億 7,000 万円 6 億 7,000 万円 7.2％
特
別
会
計

十 王 財 産 区 91 万円 86 万円 5 万円 6.1％
国民健康保険 13 億 6,770 万円 13 億 7,224 万円 ▲ 454 万円 ▲ 0.3％
介 護 保 険 16 億 9,580 万円 16 億 6,647 万円 2,933 万円 1.8％
後期高齢者医療 2 億 795 万円 2 億 1,050 万円 ▲ 255 万円 ▲ 1.2％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 2 億 8,790 万円 3 億 227 万円 ▲ 1,437 万円 ▲ 4.8％
資本的支出 3 億 9,691 万円 3 億 1,958 万円 7,733 万円 24.2％

下水道
収益的支出 6 億 1,237 万円 5 億 7,802 万円 3,435 万円 5.9％
資本的支出 ３億 7,732 万円 3 億 4,276 万円 3,456 万円 10.1％

病　院
収益的支出 12 億 6,196 万円 12 億 3,280 万円 2,916 万円 2.4％
資本的支出 8 億 6,434 万円 2 億 3,779 万円 6 億 2,655 万円 263.5％

合　　計 170 億 1,315 万円 155 億 3,329 万円 14 億 7,986 万円 9.5％
「▲」＝減少 /万円未満は四捨五入を行っていることから内訳と合計は必ずしも一致しません。

まちの予算

歳出

予算

その他 
9.8％

９億7,163万円

補助費等 
19.1％

18億9,832万円

物件費 
16.3％

16億1,969万円

公債費 
12.6％

12億5,041万円

扶助費 
13.0％

12億9,235万円

人件費
 13.6％

13億5,398万円

維持補修費
 1.9％

1億8,572万円

投資的経費 
13.7％

13億6,790万円

●その他内訳

積立金 1億242万円

投資および出資金、貸付金

　      1億8,869万円

繰出金 6億5,052万円

予備費 3,000万円 

歳入

予算

県支出金 
7.7％

7億6,786万円

●町税内訳

町民税 5億1,713万円

固定資産税 5億4,086万円

軽自動車税 5,693万円

たばこ税 6,174万円

入湯税 289万円

都市計画税 29万円

国庫支出金 
9.2％

9億1,578万円

町債 
13.6％

13億5,090万円

地方交付税 
40.4％

40億1,200万円

その他
（自主財源）

11.8％
11億8,024万円

町税
 11.9％

11億7,984万円

●その他（依存財源）内訳　

地方譲与税 1億1,609万円

利子割交付金 30万円

配当割交付金 460万円

株式等譲渡所得割交付金 820万円

法人事業税交付金 1,730万円

地方消費税交付金 3億6,020万円

環境性能割交付金 1,400万円

地方特例交付金 1,119万円

　うち個人住民税減収補填特例交付

　（住宅借入金等特別税額控除分）962万円
　うち新型コロナウイルス感染症対策

　地方税減収補填特別交付金　157万円

交通安全対策特別交付金 150万円

その他（依存財源）
5.4％

5億3,338万円

●地方交付税の内訳

●その他（自主財源）内訳

分担金および負担金 1,416万円

使用料および手数料 4,371万円

財産収入 674万円

寄附金 1億円

繰入金 4億4,593万円

繰越金 3億円

諸収入 2億6,970万円

●投資的経費の内訳

令和７年度の一般会計は

総額 99 億 4,000 万円
　　　　　　　　 （前年度比 7.2％増）

町民一人あたりでみると

81 万 5,690 円
※令和７年３月１日時点の

　白鷹町の住民基本台帳人口 12,186 人

義

務
的

経
費

費

経
的

意
任

自主
財
源

源
財

存
依

普通建設事業費

13億6,497万円

災害復旧事業費

293万円

普通交付税

35億8,200万円

特別交付税

4億3,000万円
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　令和７年度の主な事業概要

令和７年度施政方針と予算

　
主な令和６年度明許繰越事業
（３月議会定例会上限設定額）

●低所得者支援および不足額給付事業　　1,602 万円

●担い手確保・経営強化支援事業　　　　732 万円

●林道沼平線道路改良事業　　　　　　1,793 万円

●緊急経済対策地域応援券事業

　（物価高騰対応分）　　　　　　　　　6,342 万円

●省エネ設備導入支援事業

　（物価高騰対応分）　 　　　　　 　　  620 万円

●荒砥細野線道路改良事業　　　　　　3,943 万円

●避難所環境整備事業　　　　　　　　1,300 万円

議会費
　　　9,401万円（前年度比 ▲4.2％）

→町民一人あたり7,715円　　

議会ペーパーレス会議システム事業 233万円

総務費
　13億9,722万円（前年度比 ＋10.8％）

→町民一人あたり11万4,658円　　

女性・子育て世代・若者のくらしとしごとブランディング事業 1,000万円

広域連携による関係人口・移住者創出事業 430万円

多様な人材還流促進事業 1,850万円

地域人材ベースキャンプ推進事業 744万円

地区コミュニティセンター費 1億2,482万円

デジタル推進事業（うち公共施設予約システムの構築） 759万円

民生費
　22億8,699万円（前年度比 ＋5.9％）　　

→町民一人あたり18万7,674円　　

多世代交流型子育て支援・健康推進拠点施設整備事業 3,964万円

子育て支援・健康応援推進事業 1,608万円

保育料等無償化事業（保育料および副食費の無償化） 4,594万円

白鷹っ子養育事業（出生祝金等給付） 515万円

障害児福祉サービス給付事業 7,325万円

通いの場への移動支援事業 164万円

衛生費
　8億8,165万円（前年度比 ＋6.7％）

→町民一人あたり7万2,349円　　

妊婦のための支援給付・妊婦等包括相談支援事業 53万円

妊娠確定までの産婦人科受診費用支援事業 592万円

不育・不妊治療費助成事業 250万円

ニコニコマタニティライフ応援事業 150万円

妊娠・出産包括支援事業（産後ケア事業等） 167万円

再生可能エネルギー推進事業 200万円

労働費
　　  2,878万円（前年度比 ＋0.2％）

　　　　　→町民一人あたり2,362円
人材確保対策事業 114万円

農林水
産業費

　6億6,858万円（前年度比 ＋21.4％）

→町民一人あたり5万4,865円　　

６次産業化推進拠点施設整備事業 3,621万円

森林・林業再生事業 1,685万円

森林資源デジタル管理推進対策事業 2,711万円

農地利用効率化等支援事業 2,400万円

西横田尻地区農業水路等長寿命化・防災減災事業 440万円

有害鳥獣対策事業 600万円

商工費
　4億9,919万円（前年度比 ＋5.7％）

→町民一人あたり4万964円　　

地域循環型白鷹ウェルネスツーリズム推進事業 2,015万円

企業立地環境整備事業 1,100万円

ふるさと森林公園整備事業 202万円

日本の紅（あか）をつくる町推進事業 600万円

創業支援事業 130万円

企業立地促進事業 3,000万円

土木費
　10億5,509万円（前年度比 ＋11.8％）

→町民一人あたり8万6,582円　　

国道348号再整備構想案策定業務 1,100万円

子育て・若者世帯住宅取得支援事業 1,510万円

空き家対策事業（空き家等解体補助金等） 976万円

緊急自然災害防止事業（道路災害防止対策工事） 1憶3,650万円

滝野萩野線道路改良事業 4,900万円

鈴振田神明線道路改良事業 2,000万円

消防費
　5億5,372万円（前年度比 ＋14.3％）

→町民一人あたり4万5,439円　　

防火水槽新設事業 3,700万円

消防用施設等整備事業 4,170万円

Ｊアラートシステム整備事業 346万円

教育費
　11億7,155万円（前年度比 ＋13.9％）

→町民一人あたり9万6,139円　　

中学校グラウンド排水対策事業 1億7,347万円

小学校施設改修事業（トイレの洋式化等） 1億1,528万円

公立学校情報機器整備事業 8,547万円

山峡の里交流広場改修事業 4,235万円

スキー場ペアリフト等改修事業 3,285万円

荒砥高等学校魅力化推進事業 1,874万円

スクールバス導入事業 2,024万円

公債費
　12億5,041万円（前年度比 ▲8.2％）

→町民一人あたり10万2,610円　　

その他
　　　5,281万円（前年度比 ▲2.8％）

→町民一人あたり4,334円　　

災害復旧費 2,211万円

諸支出金 70万円

予備費 3,000万円

スクールバスの更新スクールバスの更新健康福祉センターの改修を継続実施健康福祉センターの改修を継続実施

白鷹中学校グラウンドの排水対策を実施白鷹中学校グラウンドの排水対策を実施保育料無償化等による子育て環境の充実保育料無償化等による子育て環境の充実
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地方公会計制度財務書類地方公会計制度財務書類（ 令 和 ５年度）を見てみよう（ 令 和 ５年度）を見てみよう

●令和５年度の白鷹町の貸借対照表
　町が持っている資産は全部で 197 億 2,758 万円。資産調達の財源として、将来返済する地方債などの

負債が 121 億 1,707 万円、これまでの世代が負担した純資産が 76 億 1,052 万円となっています。

　町民一人当たりの金額に換算すると、資産は約 159 万２千円で、負債は約 97 万８千円となっています。

町民一人あたりの資産額

約 159 万２千円
（前年比＋１万９千円）

※令和６年３月 31 日時点の白鷹町の住民基本台帳人口 12,393 人

資産の部（町が保有している資産）

○固定資産

▶事業用資産（庁舎、学校など） 82億5,769万円

▶インフラ資産（道路、公園など） 62億7,493万円

▶その他（特定目的・定額基金など）  24億1,459万円

○流動資産

▶現金預金 7億23万円

▶未収金（税などの現年未納分） 666万円

▶その他（財政調整・減債基金など） 20億7,348万円

資産計 197億2,758万円

純資産の部（これまでの世代の負担）

○純資産 76億1,052万円

純資産計 76億1,052万円

負債・純資産計 197億2,759万円

負債の部（将来世代の負担）

○固定負債

▶地方債 97億4,297万円

▶その他（退職手当引当金など） 9億6,134万円

○流動負債

▶１年以内に返済する地方債 13億1,781万円

▶その他（歳計外現金など） 9,495万円

負債計 121億1,707万円

町民一人あたりの負債額

約 97 万８千円
（前年比▲３万３千円）

令和７年度施政方針と予算

≪ 貸借対照表 ≫

Ｑ＆Ａ
そもそもそもそも

財務書類って何？財務書類って何？
財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその

財源の状況といった財務状況を、企業会計の考え方財源の状況といった財務状況を、企業会計の考え方

や手法を用いて作成する書類です。財務書類は、貸や手法を用いて作成する書類です。財務書類は、貸

借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、

資金収支計算書の４つの表で構成されています。資金収支計算書の４つの表で構成されています。

貸借対照表で貸借対照表で
何がわかるの？何がわかるの？

町が現在どれだけの資産町が現在どれだけの資産

を所有し、また、その資を所有し、また、その資

産がどのような財源で賄産がどのような財源で賄

われているか、将来の世われているか、将来の世

代の負担がどれだけある代の負担がどれだけある

かなどがわかります。かなどがわかります。

どうやってどうやって
見るの？見るの？

「資産「資産」」－－「「負債」である純資産負債」である純資産

がマイナスになると、いわゆるがマイナスになると、いわゆる

「債務超過」となり不健全な財「債務超過」となり不健全な財政政

状況であることを意味します。状況であることを意味します。

しかし、本町では資産が負債をしかし、本町では資産が負債を

大きく上回っている（プラスに大きく上回っている（プラスに

なっている）ことから、貸借対なっている）ことから、貸借対

照表上では健全な財政状況で照表上では健全な財政状況で

あるといえます。あるといえます。
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― 役場各課・係業務のごあんない ―

課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係
戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金、マイナンバーカードの申請、交付に

関すること
85-6129

国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみ、環境、公害、斎場、犬の登録、生活相談、消費生活、交通安全、防犯に関すること 85-6131

税務出納課

町民税係
町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の賦課、軽自動車税（白鷹町

ナンバー）の登録・廃止に関すること
85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳、公図の整備保管に関すること 85-6133

収納係 町税および保険料などの収納管理や滞納処分に関すること 85-6106

出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

農政課
農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策、６次産業化、白鷹町農業再生協議会に関すること 85-6107

農村整備係 農地、農業用設備整備や日本型直接支払制度に関すること 85-6127

林政課
森林整備係 森林整備、林道の維持・管理、有害鳥獣に関すること 85-6125

林業振興係 森林・林業、木材産業の活性化に関すること 87-0218

農業委員会

事務局
農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関すること 85-6128

建設課

管理係
工事などの入札および契約、町営住宅の管理に関すること、道路用地などの買収補償、地

籍調査、道路占用、法定外公共物に関すること
85-6140

土木係 道路、橋梁の新設改良に関すること 85-6142

維持係 道路、河川、水路の維持補修、除雪に関すること 85-1819

都市・住宅係 都市計画や都市公園の維持管理、空き家、住宅支援に関すること
85-6139
87-0784

上下水道課

業務係 上下水道事業の経理や財政計画、料金の納付、水道の開閉栓に関すること 85-6137

水道工務係 水道施設の維持管理、工事に関すること 85-6137

下水道工務係 下水道施設の維持管理、工事に関すること 85-6138

本
庁
舎
２
階

総務課

総務係 区長、町内長、文書配布、情報公開、個人情報保護、人事に関すること 85-6120

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124

防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6120

企画政策課

企画調整係 町政運営の総合企画調整、フラワー長井線、デマンド交通に関すること 85-6123

コミュニティ推進係
コミュニティセンター、まちづくり助成事業、まちづくり出前講座、地域おこし協力隊、

集落支援員、移住推進に関すること
87-0830

デジタル推進室

情報係
行政のデジタル化の推進、情報システム、広報広聴、各種統計に関すること 85-6121

商工観光課

商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働・雇用対策に関すること 87-0696

観光交流係
観光振興、誘客・交流の推進、物産振興、観光関係団体の支援、ふるさと応援制度、紅花

振興に関すること
85-6126

議会事務局 議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談に関すること 85-6144

生涯学習・文化振興係 生涯学習・芸術文化の振興、文化財保護に関すること 85-6146

中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143

生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること
85-6147

学校給食共同調理場管理係 学校給食に関すること

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー

健康福祉課

福祉係 障がい者（児）福祉に関すること 86-0111

こども家庭センター係 子育て家庭支援、母子保健、児童手当、保育園・こども園、婚活支援に関すること 86-0212

地域生活支援係
介護保険、障がい者その他総合相談※、高齢者福祉推進、民生委員・児童委員に関すること

※高齢者に関する総合相談は、地域包括支援センター（☎ 86-0112）まで
86-0213

健康推進係 健康づくり、各種検診、予防接種に関すること 86-0210

病
院

町立病院 入院、外来、在宅、救急、人間ドック、各種検診、予防接種など 85-2155
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令和令和７７年度白鷹町職員体制年度白鷹町職員体制（（４４月月１１日付 全職員）日付 全職員）

※※太字太字は異動者・職名変更者、（兼は異動者・職名変更者、（兼））は兼務、（併は兼務、（併））は併任、（再は併任、（再））は再任用、は再任用、  　  　は新規採用職員は新規採用職員　　
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駿
吾

主　

任　
　

羽
田　
　

崚

【
防
災
管
財
係
】

係　

長　
　

小
形　
　

守

主　

任　
　

金
田　

竜
也

【
総
務
課
付
】　　
　

［
文
部
科
学
省
派
遣
］

　
　
　
　
　

小
関　
　

見

［
内
閣
官
房
派
遣
］

課
付
主
任　

芳
賀　

景
祐

［
山
形
県
市
町
村
課
派
遣
］

課
付
主
任　

髙
橋　

裕
東

［
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
］

課
付
主
査　

江
口
智
佳
子

［
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
］

課
付
主
事　

大
嶋
恵
利
歌

課　

長　
　

加
藤　

和
芳

課
長
補
佐(

企
画
・
情
報
担
当)

　
　
　
　
　

田
中
由
美
子

課
長
補
佐(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当)

　
　
　
　
　

齋
藤
久
美
子

【
企
画
調
整
係
】

係　

長　
　

金
子　

秀
人

主
任
主
査
（
兼
）　

大
木　

健
一

企 画 政 策 課

【
戸
籍
年
金
係
】

係　

長　
　

菅
原　

美
樹

主
任
主
査　
　

川
田　

陽
子

主　

任　
　

大
津　
　

葵

主　

任　
　

髙
石　

美
咲

主　

任　
　

前
野　

晃
菜

主　

事　
　

五
十
嵐　

陸

【
国
保
医
療
係
】

係　

長　
　

高
橋　

綾
子

主　

査　
　

黒
澤　

淳
子

主　

査　
　

小
川　

詩
乃

　

主
事　
　

那
須　

未
来

【
く
ら
し
環
境
係
】

係
長（
兼
）　

鈴
木　

秀
一

主
任
主
査　
　

長
谷
川
清
美

主　

任　
　

五
十
嵐
安
世

●
町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）  

橋
本　

達
也

セ
ン
タ
ー
次
長（
兼
） 

 

鈴
木　

秀
一

課　

長　
　

永
沢　

照
美

課
長
補
佐（
福
祉
・
地
域
生
活
支
援
担
当
）　

 

　
　
　
　
　
　

菊
地　

る
り

課
長
補
佐（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　

棚
村　
　

薫

【
福
祉
係
】　　

係　

長　
　

村
上　

久
美

主
査（
保
健
師
）（
兼
）　

村
上
る
み
子

主　

査　
　

小
林　

千
恵

主
任（
兼
）　

坂　

美
早
紀

主　

事　
　

土
屋　

魁
人

【
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
係
】

係　

長　
　

後
藤　

由
香

主
任
主
査　
　

大
滝　

真
実

主
任
主
査
（
保
育
士
）　

橋
本
三
千
子

主
任
主
査
（
保
育
士
）　

高
橋　

和
子

主
査
（
保
健
師
）　

大
木　

陽
子

主
任
保
健
師　

横
山　
　

駿

【
健
康
推
進
係
】

係
長（
兼
）　

棚
村　
　

薫

主
任
主
査
（
保
健
師
）　

海
老
名
ま
ゆ
み

主　

査　
　

田
代　

裕
美

　

主
査
（
保
健
師
）　
　

長
谷
部
麻
沙
美

主
任
保
健
師（
兼
）　

横
山　
　

駿

健　康　福　祉　課 町　民　課

保
健
師　
　

遠
藤　

愛
美

　

管
理
栄
養
士　
　

青
木　

華
花

【
地
域
生
活
支
援
係
】

係　

長　
　

中
川　

拓
也

主　

査　
　

五
十
嵐
麻
里
子

主
査
（
保
健
師
）　

村
上
る
み
子

主
査
（
保
健
師
）　

奥
村　

柚
果

主　

任　
　

坂　

美
早
紀

主　

事　
　

鈴
木　
　

悟

主　

事　
　

紺
野　

皓
陽

副
主
査（
再
）　

紺
野
久
美
子

●
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

次
長（
兼
）　

永
沢　

照
美

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長（
兼
） 

永
沢　

照
美

●
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長（
兼
） 

永
沢　

照
美

課　

長　
　

橋
本　

秀
和

農
政
推
進
幹　

鈴
木　

克
仁

課
長
補
佐　
　

平
井　

正
秋

課
長
補
佐（
技
術
担
当
）（
兼
）統
括
検
査
員　

　
　
　
　
　

松
下　

貴
洋

【
農
業
振
興
係
】

係
長（
兼
）　

平
井　

正
秋

主
任
主
査　
　

板
垣　

未
夏

主　

査　
　

山
口　
　

顕

主　

事　
　

小
松　

洸
哉

【
農
村
整
備
係
】

係
長（
兼
）　

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

守
谷　
　

陸

参
与（
兼
）課
長　

永
野　
　

徹

課
長
補
佐　

高
田　
　

博

【
林
業
振
興
係
】

係　

長　
　

村
上　

博
之

　

主
事　
　

増
川　

央
高

【
森
林
整
備
係
】

係　

長　
　

竹
田　

智
洋

技
術
担
当
係
長（
兼
）　
　

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

鈴
木
慎
二
郎

業
務
技
術
員
（
兼
）　

髙
谷　

剛
司

業
務
技
術
員（
再
）（
兼
）　

川
村　

宗
一

農　政　課 健　康　福　祉　課

主　

事　
　

迎
田　

俊
峰

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
】

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

主
任
主
査　

大
木　

健
一

主　

査　
　

須
田　
　

瞳

●
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

室
長（
兼
）　

田
中
由
美
子

【
情
報
係
】

係
長（
兼
）　

田
中
由
美
子

係
長（
企
画
担
当
）（
兼
）

　
　
　
　
　

金
子　

秀
人

係
長（
行
革
担
当
）（
兼
）　

　
　
　
　
　

梅
津　

友
宏

主
任
主
査
（
兼
）　

大
木　

健
一

主
査（
兼
）　

齋
藤　

彩
香

主　

任　
　

岩
澤　

惇
平

主
事（
兼
）　

髙
橋　
　

葵　

主　

事　
　

渋
谷　

麻
友　

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

　
　
　
　
　

吉
村　

秀
昭

課
長
補
佐
（
税
務
担
当
）　

　
　
　
　
　

竹
田　

美
紀

課
長
補
佐
（
出
納
担
当
）　
　

　
　
　
　
　

高
橋　

眞
澄

【
町
民
税
係
】　

係
長　
　
　

菅
間　

伸
子

主
任
主
査　
　

高
田　

咲
子

主　

査　
　

大
塚　

広
子

　

主
事　
　

工
藤
孝
太
朗

【
資
産
税
係
】　

係　

長　
　

布
川　

和
浩

主　

査　
　

安
達　

桂
子

副
主
査（
再
）　

芳
賀　

和
則

主　

任　
　

児
玉　

聡
太

【
収
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

竹
田　

美
紀

主
任
主
査　
　

小
笠
原
紀
子

【
出
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

高
橋　

眞
澄

主
任
主
査　
　

遠
藤
由
可
理

課　

長　
　

橋
本　

達
也

課
長
補
佐　
　

鈴
木　

秀
一

税　務　出　納　課町 民 課 企  画  政  策  課

課　

長　
　

黒
澤　

和
幸

課
長
補
佐　
　

今
野　

友
博

【
商
工
振
興
係
】

係
長（
商
工
・
労
働
担
当
）　

　
　
　
　
　

井
澤　

孝
介

係
長
（
地
域
産
業
活
性
化
担
当
）

　
　
　
　
　

小
谷
部　

哲

主　

査　
　

笹
原　

優
子

主
事（
兼
）　

安
彦　

康
大

【
観
光
交
流
係
】

係
長（
兼
）　

今
野　

友
博

森
林
公
園
担
当
係
長　

小
口　

将
太

主　

査　
　

後
藤　

尚
道

主　

事　
　

安
彦　

康
大

主　

事　
　

安
部　

真
優

課　

長　
　

菊
地　
　

智

課
長
補
佐　
　
　

髙
橋　

真
弘

【
管
理
係
】　　

係
長（
兼
）　

髙
橋　

真
弘

主　

査　
　

青
木
ひ
ろ
み

主　

任　
　

齋
藤
由
加
里

【
土
木
係
】

係　

長　
　

高
橋　
　

司

主
査（
技
師
）　

菅　
　

雅
仁

【
維
持
係
】　　

係
長（
兼
）検
査
員　

小
関
源
四
郎

主　

事　
　

平　
　

佳
樹

業
務
技
術
員　

髙
谷　

剛
司

業
務
技
術
員（
再
）　
　

川
村　

宗
一

【
都
市
・
住
宅
係
】

係　

長　
　

荒
生　

隼
一

主　

査　
　

小
川　

直
也

技　

師　
　

菅
原　
　

倫

課　

長　
　

髙
橋　

浩
之

上
下
水
道
主
幹
（
併
）　

長
岡　
　

聡

課
長
補
佐　

菅
原　

保
文

【
業
務
係
】　

係　

長　
　

鎌
倉　

裕
美

主　

任　
　

宝
澤　

悠
太

【
水
道
工
務
係
】

係
長（
水
道
技
術
管
理
者
）　

小
口　

豊
仁

主　

査　
　

矢
羽
木　

学

建　設　課

町　

長　
　

佐
藤　

誠
七

副
町
長　
　

田
宮　
　

修

教
育
長　
　

迎
田　

浩
昭

新新

新

新新

新新

林　政　課

商　工　観　光　課

新新

新新

上 下 水 道 課

●
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

次
長（
兼
）　

永
沢　

照
美

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長（
兼
） 

永
沢　

照
美

●
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長（
兼
） 

永
沢　

照
美

統
括
支
援
員（
兼
） 

橋
本
三
千
子
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副
看
護
師
長　

安
彦　

真
紀

副
看
護
師
長　

古
口
絵
里
子

副
看
護
師
長　

齋
藤　

麻
唯

副
看
護
師
長　

大
道
寺
麻
由

副
看
護
師
長　

片
倉　

清
香

副
看
護
師
長　

佐
藤　

哲
朗

主
任
看
護
師　

佐
藤　

純
平

主
任
看
護
師　

永
野　

葉
月

主
任
看
護
師　

大
滝　

侑
美

主
任
看
護
師　

衣
袋　

隆
文

主
任
看
護
師　

舟
越　

由
香

主
任
看
護
師　

齋
藤　

綾
香

看
護
師　
　

福
田　
　

栞

看
護
師　
　

野
口
こ
の
み

看
護
師　
　

岩
崎　

好
香

【
事
務
局
】　

事
務
局
長　

片
山　

正
弘

医
療
経
営
幹（
兼
）事
務
局
次
長（
再
）

　
　
　
　
　

渡
部　

町
子

【
総
務
係
】

係　

長　
　

佐
藤　

圭
子

主　

査　
　

新
野
健
太
郎

主
任
社
会
福
祉
士（
兼
） 

武
田　
　

潤

蚕　

桑　
　

後
藤　

尚
道　

十　

王　
　

平　
　

佳
樹　

滝　

野　
　

岩
澤　

惇
平

萩　

野　
　

小
川　

直
也　

中　

山　
　

安
達　

桂
子　

浅　

立　
　

鈴
木　
　

悟

畔　

藤　
　

迎
田　

俊
峰

蚕
桑
地
区　

小
笠
原
紀
子

　
　
　
　
　

五
十
嵐
安
世

鮎
貝
地
区　

竹
田
雅
紀
子　

　
　
　
　
　

黒
澤　

淳
子

荒
砥
地
区　

鑪　
　

典
子

　
　
　
　
　

安
部　

真
優

十
王
地
区　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　

茂
木　

智
美

鷹
山
地
区　

大
滝　

真
実　

　
　
　
　
　

高
橋　

和
子

東
根
地
区　

田
代　

裕
美　

　
　
　
　
　

笹
原　

優
子

町　立　病　院

【
学
校
教
育
係
】

係
長（
兼
）　

髙
橋　

朋
代

主　

査　
　

小
形　

峰
樹

　

主
任　
　

飛
鳥
井
史
絵

主　

事　
　

堀
内　

郁
哉

【
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
】

係　

長　
　

橋
本
こ
ず
え

主　

査　
　

鑪　
　

典
子

　

主
事　
　

菅
原　

光
翼

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
】

係
長（
兼
）　

木
口　

祐
里

主　

事　
　

渡
部　
　

凌

主
事（
兼
）　

菅
原　

光
翼

●
中
央
公
民
館

館
長（
兼
）　

川
部　

茂
樹

【
中
央
公
民
館
庶
務
係
】　

係
長（
兼
）　

橋
本
こ
ず
え

主
査（
兼
）　

鑪　
　

典
子

【
図
書
館
管
理
係
】

係
長（
兼
）　

橋
本
こ
ず
え

主
査（
兼
）　

鑪　
　

典
子

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長（
兼
）　

川
部　

茂
樹

所
長
補
佐
（
兼
）　

木
口　

祐
里

【
管
理
係
】　　

係
長（
兼
）　

木
口　

祐
里

主
事（
兼
）　

菅
原　

光
翼

●
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長（
兼
）　

川
部　

茂
樹

　
　病

院
事
業
管
理
者　

髙
橋
一
二
三

医
療
監　
　

藤
島　
　

丈

院　

長　
　

柴
田　

裕
次

副
院
長　
　

木
村　

真
五

●
診
療
部

【
診
療
科
】　　

内
科
医
長
（
兼
）　

髙
橋
一
二
三

内
科
医
長
（
兼
）　

柴
田　

裕
次

内
科
医
師　

須
貝　

彩
子

外
科
医
長
（
兼
）　

藤
島　
　

丈

外
科
医
長
（
兼
）　

木
村　

真
五

【
在
宅
支
援
医
療
連
携
室
】

室
長（
兼
）　

髙
橋
一
二
三

副
室
長（
兼
）　

藤
島　
　

丈

町　立　病　院 教　育　委　員　会

【
下
水
道
工
務
係
】

係
長
（
兼
）
検
査
員　

丹
野　

和
彦

主
任（
兼
）　

宝
澤　

悠
太

主　

事　
　

藤
原　

優
希

事
務
局
長　

小
林　
　

裕

事
務
局
長
補
佐
（
併
）　

大
瀧　

勇
祐

【
議
事
係
】　　

  

係
長
（
兼
）　

大
瀧　

勇
祐

主
任
主
査　

竹
田
雅
紀
子

書
記
長（
併
）　

長
岡　
　

聡

書
記
長
補
佐
（
併
）　

梅
津　

友
宏

書
記
長
補
佐
（
併
）  

鈴
木　

秀
昭

書
記（
併
）　

小
形　
　

守

書
記（
併
）　

大
森
絵
梨
子

書
記（
併
）　

齋
藤　

彩
香

書
記（
併
）　

金
田　

竜
也

書
記（
併
）　

酒
井　

駿
吾

書
記（
併
）　

羽
田　
　

崚

書
記（
併
）　

酒
井　

萌
花　

書　

記　
　

髙
橋　
　

葵

書
記（
併
）　

沼
澤　

来
実　

事
務
局
長（
併
）　

小
林　
　

裕

事
務
局
長
補
佐　

大
瀧　

勇
祐

係
長（
兼
）　

大
瀧　

勇
祐

主
任
主
査（
併
）　

竹
田
雅
紀
子

事
務
局
長
（
併
）　

橋
本　

秀
和

事
務
局
長
補
佐 

 

大
滝　

敏
広

【
農
地
調
整
係
】

係
長
（
兼
）　

大
滝　

敏
広

主　

査　
　

茂
木　

智
美

教
育
次
長　

川
部　

茂
樹

次
長
補
佐
（
学
校
教
育
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

朋
代

次
長
補
佐（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）

　
　
　
　
　

木
口　

祐
里

副
主
幹（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）

　
　
　
　
　

関　
　

宏
道

指
導
主
事　

寒
河
江　

智

指
導
主
事　

小
口　

和
香

監査委員
事務局

医
師
（
兼
）　

木
村　

真
五

副
看
護
師
長　

奥
山　

咲
子

主
任
社
会
福
祉
士　

武
田　

  

潤

【
訪
問
看
護
室
】

看
護
師
長　

渡
部　

理
恵

看
護
師
長　

遠
藤　

彩
子

【
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
室
】

作
業
療
法
士　

新
宮
美
菜
子

●
医
療
技
術
部　
　
　

技
術
主
幹　

大
貫
由
佳
子

【
検
査
科
】　　
　

技
術
幹（
再
）　

加
藤　

裕
之

臨
床
検
査
技
師　

髙
橋　

琴
子

臨
床
検
査
技
師　

髙
橋　

航
平

【
薬
剤
科
】　　
　
　

副
薬
局
長　

熊
谷　

岳
仁

【
診
療
放
射
線
科
】　　

診
療
放
射
線
技
師　

齊
藤　

正
俊

　

診
療
放
射
線
技
師　

金
谷　

千
紗

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
】　

副
室
長　
　

鈴
木　

雅
子

主
任
理
学
療
法
士　

小
平　

英
恵

主
任
作
業
療
法
士　

梅
津　

敏
正

理
学
療
法
士　

阿
部　

恵
莉

【
栄
養
科
】　　
　
　
　

室　

長　
　

大
貫
由
佳
子

●
看
護
部　

看
護
部
長　

伊
藤
加
代
子

副
看
護
部
長　

副
田　

恵
美

【
外
来
係
】　

看
護
師
長　

佐
藤　

朝
美

看
護
師
長　

平
田　

美
帆

副
看
護
師
長　

齋
藤　
　

恵

副
看
護
師
長　

竹
田
美
喜
子

副
看
護
師
長　

信
夫　

幸
子

看
護
師　
　

松
田　

友
美

【
病
棟
係
】　

看
護
師
長　

鈴
木
万
理
子

看
護
師
長　

平
井　

育
子　

看
護
師
長　

中
野　
　

緑

副
看
護
師
長　

色
摩　

純
子　

副
看
護
師
長　

大
滝
佳
代
子　

副
看
護
師
長　

清
野　

文
恵

副
看
護
師
長　

青
木　
　

瞳

町　立　病　院

農業委員会
事務局

新 

令
和
７
年
度
採
用
職
員

災害対策本部地区担当職員

選挙管理委員会事務局

財産区書記

上下水道課

新新

議会事務局

新新

飛鳥井史絵

教育委員会

工藤孝太朗

税務出納課

菅原光翼

教育委員会

長谷部麻沙美

健康福祉課

増川央高

林政課

青木華花

健康福祉課

那須未来

町民課

金谷千紗

町立病院

●
退
職
者
［
令
和
７
年
３
月
31
日
付
］

　

総
務
課
総
合
調
整
幹　
　

菅
間　

直
浩

　

教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
副
主
幹　

芳
賀　

和
則

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
主
任
主
査　

井
澤
さ
ち
子

　

農
政
課
主
任
技
師　
　
　

武
田　

遼
大

　

総
務
課
主
事　
　
　
　
　

小
形
あ
ゆ
み

　

町
民
課
主
事　
　
　
　
　

佐
藤　

優
太

　

町
立
病
院
技
術
幹　
　
　

加
藤　

裕
之

　

健
康
福
祉
課
主
査　
　
　

新
野
真
紀
子

　
　
　
　
　

（
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
戻
り
）

教 育 委 員 会

新新
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まちのニュース

令
和
７
年
４
月
よ
り

迎
田
浩
昭
氏
（
荒
砥
甲
）
が
教
育
長
に
就
任

　

衣
袋
慶
三
教
育
長
が
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
令
和
７
年
３
月
議
会
で
迎
田
浩
昭
氏
（
荒
砥
甲
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

教
育
長
に
就
任
し
た
迎
田
浩
昭
氏

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、

４
月
１
日
付
で
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
の
「
白
鷹
町
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
」

を
策
定
し
、
令
和
11
年
度
を
目
途
と
し
た
教
育
施
策
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
基

底
に
は
「
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る
『
ひ
と
』
づ
く
り
」
を
据
え
、
自
ら
の
向
上
と

生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
道
標
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
初
年
度
に
重
責
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
教
員
や
図
書
館
職
員
と
し
て
生
涯
学
習
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
や
諸
先
輩
の
教
え
を
活
か
し
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
も
と
、「
住
ん
で
・
学
ん
で
よ
か
っ
た
白

鷹
町
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
全
国

大
会
へ
出
場
す
る
方
々
に
、
町
よ
り
激
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

３
月
に
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

左
か
ら
田
勢
（
碧
）
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、

阿
部
さ
ん
、
児
玉
さ
ん
、
田
勢
（
銀
）
さ
ん

熊
坂
雪
花
さ
ん

氏　名

（出場時の所属）
大　会　名　等

しらたか剣士会

第 66 回全国選抜少年剣道大会

　田勢　碧士（蚕桑小３年）/鈴木　萌音（鮎貝小４年）

　田勢　銀士（蚕桑小５年）/阿部　潤平（荒砥小６年）

　児玉　蒼空（蚕桑小６年）

熊坂　雪花　

（九里高１年）
全日本ジュニアスキー技術選手権大会

全
国
大
会
出
場
の
栄
光
を
た
た
え
て
―

令
和
６
年
度
白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
の
交
付
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ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

卒
業
生
が
立
派
に
巣
立
つ
―

第
10
回
白
鷹
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
15
日
、
白
鷹
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
在
校
生
や
先

生
、
保
護
者
の
方
が
見
守
る
中
、
卒
業
生
た
ち
は
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
学
び
舎
で
中
学
校
生
活
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
白
鷹
町
が
誕
生
し
て
70
周
年
、
そ
し
て
白
鷹
中
学
校
が
誕
生
し

て
10
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
学
校
行
事
に
留
ま
ら
ず
、
町

や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
卒
業
生
１
１
４
名
。
石
塚
良
文

校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
「
卒
業
お
め
で
と
う
」
と
深
山
和
紙
の
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
る
と
、
卒
業
生
は
堂
々
と
し
た
姿
で
受
け
取
り
、
た
く
さ
ん
の
方
へ

の
感
謝
を
胸
に
新
た
な
進
路
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

白
鷹
町
誕
生
70
周
年
を
記
念
し
て

中
国
よ
り
書
「
飛
翔
白
鷹
」
を
受
贈
し
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
中
国
の
国
際
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
会
よ
り
書
を

受
贈
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
は
、
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、
中
国

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
お
い

て
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
交
流

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ご

縁
か
ら
中
国
と
の
仲
介
を
お
願

い
し
て
き
た
陳ち

ん

兆
ち
ょ
う
れ
い麗

氏
の
計

ら
い
に
よ
り
、
中
国
天
津
医
科

大
学
人
文
学
院
副
院
長
の
徐じ

ょ

群ぐ
ん

氏
が
揮
ご
う
し
た
書
「
飛
翔
白

鷹
」
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

徐
群
氏
は
、
中
国
の
著
名
な
画

家
で
あ
り
日
本
と
も
ゆ
か
り
の

深
い
范は

ん

曽ぞ
う

氏
を
師
事
し
、
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

書
は
、
白
鷹
町
中
央
公
民
館

の
ラ
ウ
ン
ジ
に
掲
額
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
藤
町
長(

右)

と
陳ち

ん

氏
（
左
）

町
内
小
学
校
へ
の
寄
附
に
感
謝
―

は
し
・
ス
プ
ー
ン
セ
ッ
ト
74
個
を
寄
贈

　

４
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
山
形
お

き
た
ま
農
政
対
策
白
鷹
地
区

本
部
（
丸
川
正
博
本
部
長
）

に
よ
る
は
し
・
ス
プ
ー
ン

セ
ッ
ト
贈
呈
式
が
庁
議
室
で

行
わ
れ
、
町
内
小
学
校
の
新

入
生
74
名
分
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、「
こ
れ
か
ら
の

①②

③④

①堂々と卒業証書を受け取る卒業生 / ②わが子から感謝の手紙をもらい、

感動に浸る保護者 / ③式辞を述べる石塚良文校長 / ④学び舎を巣立つ最後

の記念撮影

白
鷹
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
お
い
し
い
も
の
を
た
く

さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
は
、

入
学
式
の
日
に
各
小
学
校
の

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

丸
川
本
部
長
よ
り
佐
藤
町
長
へ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
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■■
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■■
白
鷹
学
講
座
開
催
支
援
事
業

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
学
講
座
開
催
支
援
事
業
は
、

「
白
鷹
で
学
ぶ
」
「
白
鷹
を
学
ぶ
」
た

め
に
、
町
民
が
直
接
企
画
運
営
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
対
し
て
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。

　

学
ぶ
機
会
を
作
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
民
の
生
き
が
い
、
町
内

の
活
気
づ
く
り
や
実
施
の
過
程
で
生

ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ
な
が
り
」

か
ら
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
金
額　

対
象
と
な
る
経
費
の

　

１
０
０
％
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ

　

し
、
補
助
上
限
額
は
50
万
円
で
す
。

●
申
請
締
切　

申
請
書
類
の
提
出
期

　

限
は
５
月
15
日
（
木
）
必
着
で
す
。

　

そ
の
後
審
査
会
を
行
い
、
交
付
決

　

定
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
や
、
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

　

で
準
備
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
》

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が

　

行
う
も
の

②
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
白
鷹

　

町
に
住
所
が
あ
る
方
が
代
表
で
あ

　

る
こ
と

③
白
鷹
町
内
で
開
催
す
る
こ
と

④
補
助
対
象
経
費
が
３
万
円
以
上
で

　

あ
る
こ
と

⑤
広
報
し
ら
た
か
な
ど
を
用
い
て
広

　

く
参
加
者
を
募
り
開
催
す
る
こ
と

⑥
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

※
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

　

自
然
・
科
学
・
芸
術
・
文
化
・
医
療
・

　

福
祉
・
健
康
の
分
野
な
ど
。
ま
た
、

　

開
催
の
形
式
は
、
大
会
、
講
演
会
、

　

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

　

や
っ
て
み
た
い
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

昨
年
は
次
の
４
団
体
に

　
　
　
　
　

 

交
付
し
ま
し
た

①
森
の
音
楽
祭
実
行
委
員
会

②
チ
ー
ム
★
健
康
美
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
ス
ク
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

④
白
鷹
町
水
泳
連
盟

白鷹町婚活サポート委員会からのお知らせ

♥会　場　　やまがたハッピーサポートセンター置賜支所
　　　　　　( 米沢市大町５－ 1 － 29Aoi ビル２Ｆ北）

♥対象者　　結婚を希望する方　各回５組（１組 45 分程度）
　　　　　　※ご本人が出席できない場合は親御さん等でも可

♥申　込　　お電話にて下記までお申し込みください。( 予約制 )
　　　　　　　▶ やまがたハッピーサポートセンター山形センター　☎ 023-687-1972
　　　　　　　▶ やまがたハッピーサポートセンター置賜支所　　　☎ 0238-27-7190

♥県登録ボランティア仲人「やまがた縁結びたい」募集♥

詳細については、「やまがた縁結びたい」のホームページをご覧ください。

【問い合わせ】やまがたハッピーサポートセンター事務所　☎ 023-615-8755

『やまがた縁結びたい』による結婚相談会

開催日 時間 申込締切

５月 17 日（土）
13 ： 00

〜

16 ： 45

５月 14 日（水）

６月 14 日（土） ６月 11 日（水）

７月 12 日（土） ７月　９日（水）

８月 16 日（土） ８月 13 日（水）

９月 13 日（土） ９月 10 日（水）

参加料は
無料です！！
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■■
固
定
資
産
の
評
価
額
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

縦
覧
と
は
、
令
和
７
年
度
の
固
定

資
産
税
を
課
税
す
る
基
礎
と
な
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
や
面
積
な
ど
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
や
建
物
の

新
築
、
増
改
築
な
ど
で
資
産
の
内
容

が
変
わ
ら
れ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
土
地
の
現
況
確
認
を
行
い
、

評
価
の
見
直
し
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）
～

　

６
月
２
日
（
月
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
は
除
く

●
縦
覧
場
所
　
税
務
出
納
課
内

●
対
象
者　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
代
理
人
に
委
任
す
る
場
合
は
委
任

　

状
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他　

現
況
確
認
の
結
果
、
住

　

宅
用
地
特
例
の
適
用
見
直
し
が
必

　

要
と
な
っ
た
土
地
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
来
月
送
付
さ
れ
る
「
固
定
資

　

産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書

　

兼
課
税
明
細
書
」
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係

☎
85

－

６
１
３
３

■■
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　　毎年５月５日の「こどもの日」から
　　　１週間は『こどもまんなか 児童福祉週間』です 

　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願いであ

り、すべての子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって、未来

の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会を作っていくことが重要

です。一人ひとりがそれぞれの意思で新しい未来を築いていこうとする取り組みを進めていくこと、

そして、それを応援していく環境を整備していくことが求められています。

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか　児童福祉週間」と定めて、子ど

もの健やかな成長、子どもや家庭を取り巻く環境について、国民全体で考えることを目的に、児童

福祉の理念の一層の周知と子どもを取り巻く諸問題に対する社会的関心の喚起を図っています。

　◆◇ 2025 年度こどもまんなか
　　　　　　児童福祉週間標語　最優秀作品◇◆

【村田六花さん（18 歳）　兵庫県】

【担当】

健康福祉課こども家庭センター係

☎ 86-0212

　

白
鷹
町
で
は
環
境
美
化
の
た
め
、

地
区
よ
り
申
し
込
み
の
あ
っ
た
団
体

（
町
内
会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
等
）
へ

花
苗
を
無
料
で
配
付
す
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
44
団
体
よ
り
申
し

込
み
い
た
だ
き
、
町
内
約
50
カ
所
を

美
し
い
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
も
実

施
し
ま
す
。
道
路
沿
い
や
公
共
施
設
、

公
園
な
ど
に
花
を
植
え
る
環
境
美
化

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
に
は
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
区
長
推
薦
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

いつだって

　　　まんまるまんなか

　　　　　　　　　こどもたち

　　 広報しらたか   2025. 415

町からのお知らせ



　今年度の二十歳のつどいを次のとおり開催しま

す。対象の方には、６月下旬頃にご案内を郵送し

ます。ふるさとを離れている皆さんには、ご家族、

ご友人からお早めに日程をお知らせください。

　

● い　つ　８月15日（金）10：00 ～

● どこで　白鷹町中央公民館　大会議室

● 対象者　平成16年４月２日～

　　　　　 平成17年４月１日生まれの方で

　　　　　以下のいずれかに該当する方

・令和元年度白鷹中学校卒業者

・令和７年６月１日現在で白鷹町に住民登録され

　ている方

「二十歳のつどい「二十歳のつどい」」
実行委員を募集します実行委員を募集します

　記念すべき、一生に一度の式典。実行委員となっ

て、自分たちの手で思い出に残る式典をプロデュー

スしてみませんか？皆さまからのご応募、お待ちし

ています。

●申込締切　５月２日（金）

■■
全
国
大
会
出
場
者
に

　

成
績
優
秀
者
激
励
金
（
一
般
）
を
交
付
し
ま
す

　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
町

か
ら
の
委
託
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ

る
大
学
生
以
上
の
一
般
の
方
を
対
象

と
し
、
申
請
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
成
績

優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
成

　

績
優
秀
者
激
励
金
交
付
要
綱
に
規

　

定
す
る
要
件
を
満
た
す
方

●
申
請
手
続　

全
国
大
会
開
催
の
前

後
３
カ
月
の
間
に
、
関
係
書
類
を
添

え
て
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
白
鷹
町
教
育
委
員
会
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
年
度
末
の
大
会
の
場
合

は
事
前
に
申
請
く
だ
さ
い
。

※
要
綱
は
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

■■
令
和
７
年
度
白
鷹
町
こ
ど
も
芸
術
文
化
活
動

　

事
業
団
体
を
募
集
し
ま
す

令和７年度白鷹町
二十歳のつどい

【申し込み・問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係　☎85-6146

■■
全
国
大
会
出
場
者
に

　

成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

白
鷹
町
在
住
の
小
中
高
校
生
で
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
お
よ
び
そ

の
引
率
指
導
者
（
町
内
在
住
）
に
対
し

白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

令
和
７
年
度
白
鷹
町

　

成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付
要
綱
に

　

規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
方

●
申
請
の
手
続
き　

全
国
大
会
開
催

　

日
の
前
後
１
カ
月
の
間
に
、
申
請

　

書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
教
育
委

　

員
会
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
進
学
の
た
め
、
町
外
に
住
所
を
移

　

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６
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■■
令
和
７
年
度
白
鷹
町
こ
ど
も
芸
術
文
化
活
動

　

事
業
団
体
を
募
集
し
ま
す

●
対
象
団
体
の
要
件

▼
申
請
時
点
で
設
立
後
１
年
以
上
の

　

活
動
実
績
が
あ
り
、
白
鷹
町
に
居

　

住
す
る
こ
ど
も
が
常
時
２
人
以
上

　

の
会
員
規
模
の
団
体
。
な
お
、
年

　

度
始
め
か
ら
新
規
に
活
動
を
開
始

　

す
る
団
体
は
別
に
定
め
る
。

▼
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
白
鷹
町

　

に
居
住
す
る
こ
ど
も
で
あ
る
団
体
。

▼
少
な
く
と
も
月
１
回
以
上
の
練
習

　

（
活
動
日
）
を
定
め
、
継
続
し
て

　

運
営
し
て
い
る
団
体
。

▼
芸
術
文
化
協
会
に
加
入
し
、
将
来

　

の
担
い
手
と
し
て
、
協
会
の
発
展

　

に
寄
与
す
る
団
体
。

　

※
協
会
加
入
会
費
は
無
料
。

▼
国
、
県
、
お
よ
び
町
等
の
他
の
制

　

度
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
団
体
。

●
対
象
と
な
る
事
業

①
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会
等
の

　

開
催

②
外
部
講
師
を
招
い
て
の
活
動

③
町
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
、
発
表

　

会
、
演
奏
会
等
へ
の
参
加

④
そ
の
他
教
育
委
員
会
お
よ
び
芸
術

　

文
化
協
会
長
が
特
に
認
め
る
事
業

●
対
象
の
活
動
・
経
費

①
報
償
費
（
講
師
謝
金
）

②
旅
費
（
外
部
講
師
等
の
交
通
費
等
）

③
使
用
料
お
よ
び
借
料
（
会
場
使
用

　

料
、
用
具
借
料
、
衣
装
借
料
、
町

　

外
発
表
会
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

④
役
務
費
（
団
体
所
有
の
用
具
の
修

　

理
費
、
用
具
運
搬
費
、
切
手
代
等
）

⑤
需
用
費
（
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本

　

費
等
）

●
補
助
金
額　

１
団
体
５
万
円
（
下

　

限
）
～
10
万
円
（
上
限
）

●
申
請
の
手
続
き

①
申
請　

「
事
業
計
画
書
」
「
収
支
予

　

算
書
」
な
ど
の
所
定
の
様
式
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
事
務
局
ま

　

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
様
式
等
は

　

は
事
務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
審
査　

教
育
委
員
会
と
芸
術
文
化

　

協
会
で
審
査
会
を
行
い
交
付
団
体

　

お
よ
び
補
助
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

●
募
集
締
切　

５
月
30
日
（
金
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）

☎
85

－

６
１
４
６

令和８年４月入学の皆さんへランドセルを贈呈します！

　小学校新入学を祝い、健やかな成長を祈り、ランド

セル贈呈事業を実施します。

●対象　令和７年５月１日現在白鷹町に住所を有し、

　　　　かつ次のいずれかの要件を満たす方

①令和８年４月に町内小学校へ入学予定の方

②令和８年４月に県内特別支援学校の小学部に入学予

　定の方

●申請者　対象者の保護者

　【贈呈までの流れ】
　７月頃　中央公民館にて見本品を展示、申請書に

　　　　　必要事項を記載の上、教育委員会へ提出

　８月末　申請書提出締め切り

　令和８年１月～２月　入学予定者へ贈呈

●ランドセル概要
　▽サイズ…Ａ４フラットファイルサイズ対応

　▽色…12種類

※日程や申請方法など、詳しくは今後保育園等

　を通じて年長児へ配付されるチラシでお知ら

　せします。

【問い合わせ】教育委員会学校教育係　☎ 85-6144

　　 広報しらたか   2025. 417
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病院からのお知らせ

　令和７年度町立病院の診療体制

■外来診療予定【令和７年４月１日～】
月 火 水 木 金

内科
（毎日午前）

髙橋一二三 柴田　裕次
土屋　隼人
（山大医師） 

髙橋一二三
和根崎真大
（山大医師） 

消化器内科
（月曜午後）
【一部予約】

須貝　彩子

呼吸器外来
（第１水曜午後）

【予約制】
髙橋一二三

肝外来
（第３木曜午後）

【予約制】
柴田　裕次

内科（内視鏡） 須貝　彩子
牧野　直彦

(山大医師 )

柴田　裕次

須貝　彩子
柴田　裕次 須貝　彩子

外科
（毎日午前） 

林　　潤

（山大医師）
藤島　　丈 

阿部　昂平

捧　　貴幸

(山大医師)

藤島　　丈 木村　真五

整形外科
（毎週水・金）

菅原　正登

(山大医師)

花香　直美

(山大医師)

婦人科
（毎週火・木）

渡邉　憲和

(山大医師)

奥井　陽介

(山大医師)

皮膚科
（毎週木・午後）

荒木　勇太

(山大医師)

救急外来
（通常診療以外の
時間および曜日）

　受診前に症状等についてお電話 （☎0238-85-2155）をお願いします。

　※病状により他医療機関の受診をご案内することがあります。

【問い合わせ】☎0238-85-2155

+

■ 医師
　管理者兼内科医長　　髙橋一二三

　医療監兼外科医長　　藤島　　丈

　院長兼内科医長　　　柴田　裕次

　副院長兼外科医長　　木村　真五

　内科医師　　　　　　須貝　彩子

受付機 ▶ 午前８時～ 11時30分

窓　口 ▶ 午前８時～午後５時
受付時間

※皮膚科（木曜日）、消化器内科（月曜日）は午前８時～午後３時30分
※呼吸器、肝外来は午後０時30分から午後３時30分まで（予約の方のみ）
※正面玄関の開錠は、午前７時30分です

■はじめて受診される（初診の）方
　当院は、他の診療所やクリニック同様にかかりつけ医として、紹介状無しで受診いただけます。

　マイナンバーカード、保険証等とお薬手帳（お持ちの方）を受付に提示して受診内容をお知らせください。

　診察券を発行しますので、次回からは受付機で受付ができます。
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■予防のための検診、人間ドックや予防接種
　町健康福祉課や各種組合等からの委託を受け、検診や予防接種等を実施しています。人間ドックについては、

専用施設（人間ドック棟）の快適な環境で受診いただけます。

　詳しい内容は、お電話またはホームページでご確認ください。

▼人間ドック

　半日コース、終日コース、後期高齢者コース

　※オプション検査もいろいろあります。

　　（胃カメラ、認知機能検査、腫瘍マーカー、胸部ＣＴなど )

▼特定健診、肝炎ウイルス検査、

　内臓脂肪測定

▼レディース検診

　Ａコース：マンモグラフィ検査、骨密度検査

　Ｂコース：子宮頸がん検査、卵巣腫瘍検査

　※マンモグラフィ検査のみも可能です。

　※マンモグラフィは女性技師が対応します。

人間ドック、各種検診等のお問い合わせ ☎ 85-2155
( 平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分 )

■病院改修工事を予定しています
　現在の建物は、平成９年 10 月の開院から 27 年が経過しました。今後も安全で快適な医療環境を維持、継

続するために今年度から改修工事を予定しています。外来診療や入院受入を休まずに工事を同時進行します。

　できるだけご不便をおかけしないように実施しますが、ご理解とご協力をお願いします。

【主な工事内容 ▶１年目：屋根、壁など　２年目：院内（病室など）】

※スケジュール等の詳細が決まり次第、院内掲示やホームページでお知らせします。

■マイナ保険証、クレジットカードや電子マネー等キャッシュレス決済がご利用いただけます。

■院内フリー Wi-Fi ▶ 提供エリア：１階外来待合、受付ホール、２階デイルーム

町立病院に関する情報は、

ホームページ www.hospital.shirataka.yamagata.jp でご案内しています。

“ 地域住民から信頼される病院” をめざして、

職員一同、 取り組んでまいります
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令和７年度  住宅関連の施策

令和７年度白鷹町住宅リフォーム支援事業制度概要

対象工事
補助率・上限

世帯要件 通常 空き家活用（募集件数２件）

一般型

以下のいずれか
　①寒さ対策・断熱化（複層ガラスの設置など）
　②バリアフリー化（段差解消や手すり設置など）
　③克雪化（雪止めや融雪設備設置など）
　④県産木材使用（構造材、内装などに使用）

なし 10％・12万円

20％・37万円

（※中古住宅診断未実施の場合）

20％・32万円

移住・定住
促進型

一般型の①～④
移住

新婚

子育て

30％・30万円

40％・55万円

（※中古住宅診断未実施の場合）

40％・50万円

【用語の説明】

　■県外からの移住世帯…令和２年４月１日以降に県外から町内に転入した世帯員を含む世帯

　■新婚世帯…婚姻した日から５年以内の世帯

　■子育て世帯…平成19年４月２日以降に出生した方と同居する世帯（出産予定を含む）

　■空き家活用…空き家を購入しリフォームを行う工事

□住宅リフォーム支援事業

　昭和56年５月31日以前に着工した木造住宅の耐震診断を実施します。

　▶ 募集件数：３件

　▶ 診断料：10,000円　　　　▶ 補強計画作成料 ： 5,000円

□木造住宅耐震診断士派遣事業

□木造住宅耐震改修事業
令和７年度木造住宅耐震改修事業制度概要

要　件
▶木造住宅耐震診断士派遣事業で耐震診断を受け、補強計画を作成した住宅

▶改修前評点が 1.0 未満の住宅（簡易耐震改修においては 0.7 未満）ほか

対象工事 募集件数 補助率・上限

耐震改修 改修後評点を 1.0 以上にする工事 １件 50％・120 万円

減災対策

簡易耐震改修 改修後評点を 0.7 以上 1.0 未満にする工事

３件 80％・30 万円
部分耐震改修

（いずれか）

▶改修後評点を１階のみ 1.0 以上にする工事

▶主要な居室等のみ耐震改修を行う工事

▶屋根または２階以上の重量を軽減する工事

防災ベッド等 防災ベッド、耐震シェルターを設置する工事

□その他の補助事業
　■危険ブロック塀等除却促進事業

　■セーフティネット住宅家賃等低廉化事業　など

各補助事業の要項等の詳細は、二次元バーコードから町ホームページをご確認ください。
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工事着工後の申請は、補助金の交付を受けられなくなり
ますので、事前にご相談ください。
【問い合わせ】建設課　都市・住宅係　　☎85-6140

対　　象 住宅（新築）

事業内容
定住の意思を持ち、住宅の新築や新築建売住宅の購入を行う若者世帯、他市町村からの

移住世帯に対する補助

補助金額

◇若者世帯…60万円（世帯員全員50歳未満の夫婦もしくは親と子の世帯）

◇他市町村からの移住世帯…100万円（町内に転入する世帯員全員50歳未満の夫婦もしくは親と子の世帯）

▶町内業者の場合30万円を加算します。

　※町税などの滞納がないことが要件となります。

　※中古住宅の場合は対象外となります。

□子育て・若者世帯住宅取得支援事業補助金

□若者向けアパート供給支援事業補助金
対　　象 賃貸住宅（新築）

事業内容
若者の人口流出の抑制や町内への移住促進を図ることを目的として賃貸住宅の建設を促

進するため、町内に賃貸住宅を整備する個人や法人に対する補助

補助金額 １戸あたり50万円、または工事費の10％のいずれか低い額とし、500万円を上限とする。

　町内における木工事の受注促進と町産材利用拡大を図るとともに、地元関連業界の振興と経営基盤の強化、

消費需要の拡大を目的として、町産材等木造建築推進事業に取り組みます。

■町産材等木造建築推進事業

　温室効果ガスの排出量を削減し、持続可能な循環型社会の実現と地球温暖化の防止を推進するため、省エネ

ルギー性能の高い新築住宅（新築建売住宅の購入含）への支援を実施します。

■省エネ住宅促進事業

対象物件
住宅の省エネルギー性能が確認できる認定証等（やまがた省エネ健康住宅、

建築物省エネルギー性能表示制度 ほか）の交付を受けた新築の木造住宅

対象期間 住宅の引き渡しおよび認定証等の交付が令和８年２月 28 日まで行われること

申請者（施主）の要件

▶白鷹町内に住所を有する（または年度末までに転入を確約する）方

▶町税などの滞納がない方

▶町内に本人が居住する戸建て住宅であること

施工業者 白鷹町商工会員であり、登録業者

支援内容 １件あたり 30 万円（定額）

【問い合わせ】白鷹町商工会　☎85-0055

【問い合わせ】白鷹町商工会　☎85-0055

対象物件 住宅、店舗、附属建物（車庫、作業所および物置）

対象工事

新築または増改築、修繕など

全体工事費が 30 万円以上で木工事が 25％以上または 100 万円以上のこと

令和８年１月 31 日までに完成すること

施工業者 白鷹町商工会員であり、登録事業所

申請者（施主）の要件 ▶白鷹町内に住所を有する者　▶町税等の滞納がないこと

支援内容

工事費 工事費の 10％以内（上限 10 万円）※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

町産材購入費

（１㎡以上の利用）

住宅・店舗等の新築：上限 30 万円　附属建物の新築：上限 20 万円

その他の増改築・修繕：上限 10 万円

その他制度との併用 介護保険制度との併用は不可
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国民年金
からの

お知らせ国民年金保険料は納付期限まで納めましょう国民年金保険料は納付期限まで納めましょう

　令和７年４月分から令和８年３月分までの国民年金保険料は、月額 17,510 円です。

　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めるこ

とができます。また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替も

あります。

　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。保険料の納め忘れがあると、万が一障がいや死亡といった

不測の事態が発生することにより、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付

期限までに納めてください。

　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、　町

民課戸籍年金係へご相談ください。

【問い合わせ】米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声）　／　町民課戸籍年金係　☎ 85-6129

　白鷹町を会場に今年度も移動年金相談が行われます。予約が必要ですので、以下のお問合わせ先にお電話を

お願いします。

　■相談時間 ▶ 10 ： 00 ～ 14 ： 00（12 ： 00 ～ 13 ： 00 は除く）

　■予約受付 ▶ 米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声案内「１」選択後、「２」を選択）

◆国民年金保険料が「スマートフォンアプリ」 で納付できます

　現金、口座振替、クレジットカード、Pay-easy 等のほか、スマートフォンアプリを使用した電子決済（キャッ

シュレス）での納付が利用できます。

【ご利用に必要なもの】①納付書　②スマートフォン　③決済アプリ AEONPay・auPAY・ｄ払い ®・

PayPay・LINEPay・楽天ペイ・PayB（金融機関等が提供するアプリを含む。詳細は、PayB のホームペー

ジをご覧ください。）

※バーコードが印字されない納付書については、ご利用いただけません。

※ LINEPay については、令和７年４月 23 日（水）まで利用が可能です。

※各決済アプリの使用方法等については、ご利用の決済事業者にお問い合わせください。

◆予約でスムーズ！年金相談は予約が便利です

　米沢年金事務所では、ご自身の年金請求手続きや年金額に関しての相談、ご家族が亡くなられた際の手続きに

ついて、待ち時間なくスムーズにお手続きいただけるよう事前のご予約をお願いしております。

　ぜひご予約の上、年金事務所へ来所されますようお願いします。

　■日本年金機構 ▶ 予約受付専用電話　☎ 0570-05-4890

　■受付時間 ▶ 月～金（平日）　8 ： 30 ～ 17 ： 15

　※ご連絡の際は、「基礎年金番号」のわかる年金手帳や基礎年金番号通知書、年金証書のうち１つをご準備く

　　ださい。

◆令和７年度　移動年金相談のお知らせ

開　催　日 予約開始日 開　催　地

６月 18 日（水） ５月 19 日（月）～

白鷹町中央公民館

ミーティングコーナー

（白鷹町大字荒砥甲 833）

９月 17 日（水） ８月 18 日（月）～

12 月 17 日（水） 11 月 17 日（月）～

３月 18 日（水） ２月 18 日（水）～

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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　運転免許証の自主返納などにより、買い物支援を必要とする町民の方の利便性向上を図るため、町内で食品

等の移動販売を行っている事業者を紹介します。

※実施内容については、変更となる場合があります。

曜　日 時　間 実施地域 実施場所

金曜日

午前 11 時 10 分～ 鮎貝 原田ふとん店近くの空き地

午後０時～ 高玉
西塚管工事店より南に約 100 ㍍先にある駐車場

（児玉モータースより北に約 250 ㍍）

※各場所での停車時間は約 20 分程度となります。

　長井市で小売・仕出店の経営を行っている（有）やまへい青木が実施する移動販売車です。

　個人宅巡回では、一軒一軒玄関先まで訪問しての販売となっておりますので、ご利用を希望される方は、

　（有）やまへい青木まで直接お問い合わせください（要望にお応えできない場合があります）。

曜　日 時　間 実施地域

月曜日

午後から順に

各地域を巡回します

１号車　荒砥、十王 ／ ２号車　畔藤、浅立

火曜日 １号車　中山、針生、大瀬

水曜日 ２号車　深山、高岡、下山、菖蒲

金曜日 １号車　黒鴨、山口、西高玉、西横田尻 ／ ２号車　十王、滝野、萩野

※上記に掲載のない地域については、個別にご相談ください。

●個人宅巡回

曜　日 時　間 実施場所

水曜日
午後５時～

※停車時間は 30 分程度

横田尻

（源七遠藤商店駐車場）

●固定場所販売

COOP移動店舗　せいきょう便 問い合わせ：共立社コールセンター　☎ 0120-916-244

（有）やまへい青木移動販売車 問い合わせ：☎ 0238-84-6963（午前 10時まで）

【問い合わせ】商工観光課商工振興係　☎ 87-0696

食品等の移動販売について（お知らせ）

※電話が繋がらない場合は、商工振興係までお問い合わせください。

商工観光課からのお知らせ

　ヤマザワ長井店から商品を積んで皆さまの元へお届けする移動販売車です。一軒一軒玄関先まで訪問し

　ての販売となっておりますので、ご利用を希望される方は、上記電話番号にお問い合わせください。

移動スーパーとくし丸（ヤマザワ長井店 ) 問い合わせ：☎ 080-7175-7106（平日 9：30～ 18：30）

曜　日 時　間 実施場所

火～土曜日
５月上旬ごろから

随時決定予定

高玉、浅立、広野

※地域によっては一部エリア外も対応

●個人宅巡回

※販売開始時期は５月下旬からとなります。

　山形市などでスーパーの運営等を行っている生活協同組合共立社が実施する移動販売車です。

　なお、同事業者では、このほかに宅配事業（事前に注文して自宅等へ配達）も行っています。
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『気くばりのすすめ』　　鈴木　健二　著　(講談社 )

　現代社会のなかにおいては、互いに思いやりをもって生活していることは通常のことだ
と思います。近年では他人のことがおろそかに振る舞われていると感じてなりません。自
由奔放で個人の価値観がさま変わりし、それぞれの考え方が変わっていることではないで
しょうか。
　考えてみると、他人を思いやることは、心の豊かさをのばし自分自身を成長させること
だと思います。改めて読み返してみると再認識される場面が多数あります。皆さんもぜひ
読んでいただけるとうれしいことです。　　　　（白鷹町芸術文化協会会長　向田　忠博）

《おすすめ図書》

◎白鷹町立図書館　　☎ 87-0217

◎開館時間 ： 9 ： 00 ～ 19 ： 00

◎休館日 ： 毎月第２・４木曜日

　　　　　５月は 8 日 ・ 22 日

　※蔵書点検のため５/14（水）～ 22（木）

行こう！行こう！図書館に図書館に

Eng l i s h おはなしの会Eng l i s h おはなしの会

「spring fair」英語の絵本読み聞かせやゲームなど

〈日時〉５月 11 日（日）　13 ： 30 ～ 14 ： 00

〈場所〉中央公民館　ミーティングコーナー

〈日時〉５月３日（土）　10 ： 00 ～ 10 ： 30

〈場所〉中央公民館　ミーティングコーナー

《地域の出版物》　『句集　土の香り』竹田　摠一郎　（鮎貝出身）

『山歩記　No. ８　60 周年記念特集号』白鷹山岳会

《新着図書》

新着図書 著　　者 新着図書 著　　  者
逃亡者は北へ向かう 柚木　裕子 お父さんのための言いかえ図鑑 大野　萌子

潮　　音 宮本　　輝 もしもペットと話せたら　ペットが
おしえてくれた 11 の大切なこと

ペルズ

猫の刻参り 宮部　みゆき 大人ひとり旅のたのしみ方 主婦の友社

人生劇場 桜木　柴乃 なにかいいたいことあった？（絵本） ミーシャ・アーチャー

ミナミの春 遠田　潤子 ミャクミャクある日のおなはし（絵本） せきちさと

（掲載しているのは新着図書の一部です。）

　

「佐藤文隆記念　白鷹宇宙探検隊」募集
令和７年度

◆対　象：小学校高学年～中学生

◆顧　問：山形大学名誉教授　柴田晋平先生

◆参加費：無料　　◆定員：10 名 (先着順 )

◆申込み先：白鷹町立図書館 

専門の先生から、宇宙物理に関することは

もちろん、科学全般について幅広く学びます。

※詳細については図書館に

　お問い合わせください。

《お知らせ》

　こども読書週間

「あいことばは
ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」

◆期間：４/23（水）

　　　　　　～５/12（月）

・「私の好きな本」の木を

　つくりましょう。

・「おたのしみえほんセット」

　を借りてね。

～ Let's enjoy English ～
絵本の
読み聞かせなど

　　 広報しらたか   2025. 4 24



技術を双腕に

　高次の品性を

【問い合わせ】

☎ 85-2081

自分で作ったスーツを
身にまとって、
親も我が子が制作した
スーツを着て参列。

晴れやかで大感動の卒業式

２年生が「家庭総合」の時間に、
がん患者のための帽子を制作。

がん治療頑張ってください

【問い合わせ】 町民課戸籍年金係　☎85-6129

マイナンバーカードについてのお知らせマイナンバーカードについてのお知らせ

マイナンバーカードの電子証明書の更新手続きの際はご予約ください！マイナンバーカードの電子証明書の更新手続きの際はご予約ください！

　平日、マイナンバーカードの受取や更新で窓口にお越しになれない方向けに、毎月第４土曜日に役

場窓口を開庁します。来庁の際は事前予約が必要です。

期日 ▶ ４月 26日（土）・５月 24日（土）　／　時間 ▶ ９：00～ 11 ： 30

住民票・印鑑証明のコンビニ交付が始まっています !
詳細は二次元バーコードからご確認ください

　マイナンバーカードに搭載されている電子証明書の有効期限が近づいている方に、地方公共団体

情報システム機構より封書が届きます。有効期限の３カ月前から更新手続きが可能です。

電話で予約し来庁していただくと待ち時間が少なく手続きができます。

　また、前述の土曜日開庁日でもお手続きできますので、その際は予約をお願いします。

※更新にはマイナンバーカードの暗証番号が必要です。

※更新手続きを期限内に行わない場合、マイナポータル・健康保険証等の利用が

　できなくなります。

～公立置賜総合病院に贈呈～

　　 広報しらたか   2025. 425



白鷹町大字十王

　　　　　2558 番地 1

☎ 88-7160

開館日 ： 金 ・ 土 ・ 日

時　間 ： ９時～ 17 時

み
ん
な
で

つ
む
ぐ

物　

語

期　間：５月４日（日）まで

観覧料：一般 200 円、中学生以下無料、団体（10 人以上）100 円

共　催：あゆみしる・白鷹町地域おこし協力隊 笹本

企画展「しらたか桜日和」開催中！

　
　
　

月
23
日
に
行
い
ま
し
た

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
報
告
展
「
ご
ざ
っ
と
ご
え

ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
町
内
の
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新

た
な
気
持
ち
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
「
し
ら
た
か
マ

ル
チ
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合
」

で
の
活
動
を
主
に
行
い
な
が
ら
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
だ
ふ
だ
市
」

の
運
営
の
お
手
伝
い
や
、
町
の

移
住
施
策
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
白
鷹
町
に
移
住

し
て
も
ら
う
前
の
関
係
人
口
や

交
流
人
口
の
拡
大
と
い
っ
た
と

こ
ろ
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。
宿
泊
や
伝
統
工

芸
体
験
な
ど
の
観
光
を
目
的
に

白
鷹
町
を
訪
れ
る
観
光
客
よ
り
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
、
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
地
域

の
中
に
少
し
入
り
込
ん
で
来
て
も
ら
う
人

た
ち
の
こ
と
を
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
間
に
何
度
も
白
鷹
町
に
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
お
祭
り
運
営
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
農
家
さ
ん
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、

農
業
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
、
季
節
ご
と
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
も
っ
と

町
民
の
方
々
と
交
流
で
き
る
よ
う
な
時
間

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３

菅
原　

大
夢

105

協力隊活動報告展を終えて―

　樹齢 500 年以上の「古典桜」が６本もある白鷹町。長寿の桜に

は白鷹の古代・中世・近世と各時代の伝説や古文書、関連品が残っ

ています。古典桜を通して町の往時をお楽しみください。地域おこ

し協力隊の笹本さんのワークショップも開催します！

◆企画展関連イベント◆

４月 19 日・20 日 ４月 26 日

・甘酒ふるまい

・桜の水蒸気蒸留実演

　①９：30　② 15：00

※桜の開花状況によって変更有

・桜の水蒸気蒸留実演

　① 10 ： 00　② 13 ： 00　③ 15 ： 00

・桜の化粧水づくり講座

　① 10 ： 40　② 13 ： 40　③ 15 ： 40

桜の化粧水づくり講座（参加費有）は

二次元バーコード、お電話（金～日曜）

にてお申し込みください。
化粧水づくり講座

1,200 円

　　 広報しらたか   2025. 4 26
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次回「実」四月二十五日まで／「駅」五月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）次回「実」四月二十五日まで／「駅」五月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

４月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　新年度の給食が始まります。小学校に入学してく

る子どもたちは給食を楽しみにしてくれているで

しょうか？４月 10 ～ 16 日にかけて、各小学校の１

年生も給食を食べ始めます。調理場から子どもたち

に「入学・進級おめでとう」の気持ちが届くように、

毎日心をこめて給食を作ります。給食が子どもたち

の学校生活の楽しみの一つになれば嬉しいです。

　４月は、くきたちやアスパラ菜、きゅうりなど白

鷹町の春の味を届けます。今年度もたくさんの方々

にご協力いただきながら、できる限り多くの地場産

物を使い、安全安心でおいしい給食を作ります。ご

理解とご協力をお願いします。

－おらほの食材－　

米・くきたち・アスパラ菜・小松菜・きゅうり・

打ち豆・青畑豆・塩蔵わらび・納豆・みそ等

給食に思いを込めて――

※この他、毎日牛乳が１本付きます。　 
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

日 曜日 料 理 名

８ 火
ごはん , メンチカツ , アスパラ菜のお浸し , なめこのみそ
汁 ,( 中学のみ )バナナ

９ 水
山形県産米粉コッペパン , スパゲッティナポリタン , くきた
ちとキャベツのサラダ ,コーンポタージュ

10 木
ごはん , ハンバーグデミグラスソースかけ , 五目きんぴら ,
緑黄色野菜のみそ汁

11 金
ごはん , 揚げさんまの照りかけ , もやしとハムの辛子和え ,
じゃがいもと玉葱のみそ汁

14 月
ごはん , 鶏肉のチーズパン粉焼き , マカロニサラダ , もずく
スープ

15 火 ごはん ,いわしの梅煮 ,炒めビーフン , 豆腐のみそ汁

16 水
食パン , ウインナーケチャップソースかけ , キャベツとほう
れん草のごまサラダ , コンソメスープ ,( 中学のみ ) スライ
スチーズ

17 木 ごはん ,ポークカレー ,コーンコロッケ , 海藻サラダ

18 金 麺の日：担々麺 ,多彩パオズ ,調理場のさざ波漬け

21 月 ごはん ,さばの味噌煮 ,切り干し大根煮 , 小松菜のみそ汁

22 火
ごはん , 豚肉の卵とじ , くきたちのおかか和え , 厚揚げのみ
そ汁 ,( 中学のみ )カルシウムヨーグルト

日 曜日 料　理　名

23 水
コッペパン , 野菜カレーコロッケ , カミカミサラダ , ミネス
トローネ ,ブルーベリージャム

24 木
ごはん , 野菜とわかめの豆乳よせ , 青大豆入りひじき煮 , 豚
汁 ,白鷹産大豆の納豆

25 金
ごはん , 鶏肉のレモン漬け , ほうれん草のごま和え , わらび
汁

28 月
ごはん,鶏と根菜の平つくね,切り昆布煮,えのきたけと麩の
みそ汁

30 水 食パン ,ツナサンド ,チーズインサラダ ,華風コーンスープ
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健康ページ

【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210 ５月  の健康カレンダー

●「運動で自分磨きプログラム」

内　容 期日と会場

姿勢すっきり！ピィラティス 16 ・ 30 日 （金） 10 ： 00 ～ 11 ： 00　／　蚕桑地区コミュニティセンター

金曜日の筋活レッスン 9 ・ 23 日 （金） 14 ： 30 ～ 15 ： 30　／　鮎貝地区コミュニティセンター

月イチの体幹リセット 19 日 （月） 19 ： 30 ～ 20 ： 30　／　東根地区コミュニティセンター

各回定員は30名。事前の申し込みが必要です。

　予防接種法に基づく定期接種は、病気ごとに定められた接種期間があります。

　適切な期間内に接種することが大切です。
定期予防接種について

●献血のお知らせ

内　容 時　間 場　所

23 日 （金）
9 ： 30 ～ 11 ： 30

白鷹町役場
13 ： 00 ～ 16 ： 00

▼帯状疱疹ワクチン
帯状疱疹の予防接種費用の一部を助成します。

　■対象者：過去に帯状疱疹の予防接種を受けたことがない方で、以下の①または②に該当する方

①令和７年度に各年齢となる方　(対象の方に案内をお送りします。)

年　齢 生年月日

65 歳 昭和 35 年４月２日 ～ 昭和 36 年４月１日生

70 歳 昭和 30 年４月２日 ～ 昭和 31 年４月１日生

75 歳 昭和 25 年４月２日 ～ 昭和 26 年４月１日生

80 歳 昭和 20 年４月２日 ～ 昭和 21 年４月１日生

85 歳 昭和 15 年４月２日 ～ 昭和 16 年４月１日生

90 歳 昭和 10 年４月２日 ～ 昭和 11 年４月１日生

95 歳 昭和５年４月２日 ～ 昭和６年４月１日生

100 歳 大正 14 年４月２日 ～ 昭和元年４月１日生

101 歳以上 大正 14 年４月１日以前の生まれの方　※令和７年度のみ対象

② 60 ～ 64 歳の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいのある方

　(接種を希望する方は、健康推進係までご連絡ください。)

　■接種回数：生ワクチン ▶ １回、組み換えワクチン ▶ ２回

　■助成額：生ワクチン ▶ 4,400 円

　　　　　　組み換えワクチン ▶ １回につき11,000円　※ワクチンの種類によって助成額が異なります。

　■接種期間：令和７年４月１日～令和８年３月 31 日まで

▼風しんの抗体検査・予防接種
　■昭和 37 年４月２日から昭和 54 年４月１日生まれまでの男性で、令和６年度末までに抗体検査を受けた

　　結果、抗体が不十分であったにもかかわらずワクチン不足により予防接種を受けることができなかった

　　方は、令和９年３月 31 日まで無料期間を延長します。

　■令和７年度以降抗体検査を実施した方については対象となりません。

　その他、町では妊娠を希望している 30 ～ 50 歳 (令和７年４月１日時点 )の女性やそのご家族、妊婦さん

のご家族を対象とした風しんの抗体検査や予防接種も実施しています。詳しくはお問い合わせください。

令和７年４月より高齢者等を対象とし定期接種（Ｂ類疾病）となりました。
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　妊婦さんへの経済的支援と、妊産婦さんへの相談支援の充実を図ります。

▼妊婦のための支援給付について

対　象 給付内容

 【１回目】

 令和７年４月１日以降に妊娠届出した方
５万円

 【２回目】

 出産予定日の８週間前の日（同日前に出産または流産・死産

した場合はその日）以降に、胎児の数の届出をした方

妊娠していたお子さん

1人につき５万円

※令和７年３月 31 日以前に妊娠届出・出産した方については、現行の出産・子育て応援給付金の対象

　となります（給付額は同じく５万円です）。

▼妊婦等包括相談支援事業について　

　妊産婦さんとその配偶者等に対して、面談等の実施により、必要な情報提供や相談に応じるとともに、

ニーズに応じて必要な支援につなげる相談支援を行います。

　お子さんが、小学校に安心して楽しく健康に通えるように、５歳児健診を実施します。心身の成長・

発達や子育てに不安や心配はないかを一緒に確認します。

　また、医師や歯科医師、公認心理師、管理栄養士などの専門家に相談できる機会として活用いただけ

ます。

■対象者：年中のお子さん（令和２年度生まれ）

■内容　　▶身体測定　　　▶内科診察　　　▶歯科診察　　　▶歯や口腔の相談、フッ素塗布

　　　　　▶栄養相談　　　▶ことば、子育て相談　　　▶就学に向けた相談

■日程や詳しい内容については、対象となる方に個別に案内します。

【担当・問い合わせ】白鷹町健康福祉課こども家庭センター係　☎ 86-0212

　ワクチンの供給が不足し、令和６年度内に予防接種を受けることができなかった下記の方は接種期間

を延長します。

■対象：第１期　令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ

　　　　第２期　平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日生まれ

　　　　それぞれの対象で麻しん・風しんの予防接種をまだ受けていない方

■期間：令和９年３月 31 日まで

【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

妊婦さんのための支援給付・妊婦等包括相談支援事業のお知らせ

５歳児健診のお知らせ

麻しん・風しん予防接種

　　 広報しらたか   2025. 429



健康ページ

❖にじ・なないろは、ボランティア団体「支えあう地域づくりなないろの会」が運営

　する住民主体のつどいの場です。

❖ 65 歳以上の方であれば、予約不要で、どなたでも参加いただけますので、ぜひお

　越しください。参加費は、原則 200 ～ 300 円ですが、材料代等の実費をいただく

　場合があります。

　無料送迎をご利用の方は、利用希望日の

３日前まで、支えあう地域づくりなないろ

の会（☎ 080-1815-3289）へお電話で

予約ください。

※４月からは、住所地に関わらず、にじ・なな

　いろのどちらでも送迎が可能となります。

※なないろの会で予約調整を行い、運行はタク

　シー会社が行います。

のどか
カフェ

❖今月の開催日　　　

　４月 23 日（水）

　14 ： 00 ～

❖開催場所

　荒砥甲 373-8 番地

　（ちょぼらの家）

　「のどかカフェ」は、認
知症の人やその家族、地
域の人など、予約不要で、
誰でも気軽に参加できる
居場所を毎月開催してい
ます。
　参加費は無料です。お
茶を楽しみながら、みん
なでお話ししませんか。

高齢期の健康づくり事業のご案内

つどいの場　にじ・なないろ
～身近な居場所で「健康づくり」と「仲間づくり」～

あなたも
　認知症サポーターに
　　なりませんか？

　白鷹町地域包括支援センターでは、随時、
認知症サポーター養成講座を開催（無料・
少人数可）していますので、お気軽にお申
し込み（☎86-0112）ください。
　受講いただいた方には、サポーターの証
「オレンジリング」を差し上げます。

月 火 木 金

  4/21　★ 　22　　● 　24　　★ 　25　　●

音楽療法 レク・茶話会 体操・茶話会 体操・茶話会

　28　　★ 　29　　● 　5/1　 ★ 　２　　●

モルック （休み） アップ体操 体操・茶話会

　 ５　 ★ 　６　　● 　８　　★ 　９　　●

（休み） （休み） アップ体操 体操・茶話会

　12　　★ 　13　　● 　15　　★ 　16　　●

手芸 レク・茶話会 アップ体操 体操・茶話会

　19　　★ 　20　　● 　22　　★ 　23　　●

モルック レク・茶話会 アップ体操 体操・茶話会

❖活動内容カレンダー（時間：10 ： 00 ～ 12 ： 00）

●：にじ　白鷹町大字鮎貝 108（白光園地域交流棟）

★：なないろ　白鷹町大字滝野 1011（滝野交流館）

おなかも笑顔もいっぱい
「なないろ食堂」開催中！

　食事を通じて、みんなで楽しく交流で
きる地域食堂「なないろ食堂」を毎月開
催しています。予約不要で、子どもから
高齢者の方までどなたでも参加いただけ
ますので、ぜひお越しください！

●次回の開催日：５月 17 日（土）

●時間：11 ： 30 ～ 13 ： 30

●会場：なないろ（滝野交流館）

●料金：大人 300 円、子ども無料

❖しらたかの味～春バージョン～

春のしらたかの味覚が盛りだくさん。ぜひお越しください。

▶５月 10 日（土）11 ： 30 ～ /滝野交流館 /１人 500 円

高齢者の健康づくり教室
～参加者募集中～

現在募集中の教室を、毎月１つずつご紹介します。

参加希望などがありましたら、事前に白鷹町地域包括

支援センター（☎86-0112）へお問い合わせください。

◎八乙女げんき塾

　運動、交流に加え、栄養改善、口腔ケア、認知症予防などを取り入れながら、

総合的な健康づくりに取り組んでいます。

　▼対　　象：65 歳以上の基本チェックリスト該当者

　▼会　　場：老人福祉センター八乙女荘【送迎あり】

　▼利用頻度：毎週 1回（平日）10 ： 00 ～ 15 ： 00 ごろ（昼食あり）

　▼利 用 料 ：1 回 700 円

　送迎・昼食つきで、１日

過ごせるつどいの場。運動、

栄養、認知症予防などいき

いきとした張りのある生活

に効果的な活動が満載です。

POINT
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 ５月 の子育てページ

つ
ぶ

や
き

愛
真

こ
ど

も
園こども俳句「いちねんせい」

　３月に卒園した子どもたちは、４月から小
学校での新しい生活をスタートします。一年
生になったらやってみたいこと、頑張りたい
ことを、目を輝かせながらたくさん話してく
れました。大きなランドセルを背負い、期待
を胸に、一人ひとりが小学校で力を発揮して
くれることを楽しみにしています。

「もうすぐだ なんかいねたら いちねんせい」

「しせいよく ぴんとするよ いちねんせい」

「がんばって ひとりでねてみる いちねんせい」

「ランドセル かっこいいと いわれたよ」

子育てページ 【問い合わせ】健康福祉課こども家庭センター係　☎ 86-0212

●母子健康手帳の交付
　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん

全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が

留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡

ください。

場　所：健康福祉センター

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場
利用時間：９：30 ～ 15 ： 30 ／休館日：毎週土曜日

［５月の予定］

期日 時間 イベント

７日（水）10：00 ～ 12：00 ゆずりっこ広場
14 日（水）  9：45 ～ 11：00 身体測定①
16 日（金）  9：45 ～ 11：00 身体測定②

20 日（火）10：30 ～ 12：00 ペタペタの日～赤ちゃんの手形ア
ートで巾着を作ろう～（要予約）

21 日（水）10：45 ～ 11：45 たんぽぽの会
～絵本読み聞かせの日～

30 日（金）  9：45 ～ 11：00 制作活動
問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

●乳幼児健診
期日 健診 対象児

14 日
( 水 )

３カ月児 令和７年 1 月～２月 14 日生まれ

９カ月児 令和６年７月～８月 14 日生まれ

22 日
( 木 ) ５歳児

令和２年４月２日
　　　　　～５月 20 日生まれ

会　場：子育て支援センター「にこぽーと」

※対象の方には郵送でお知らせします。

※お子さんが、当日具合が悪かったり、１週間以内に

　人にうつる可能性のある病気にかかったりした時は

　事前に電話などでご連絡ください。

●離乳食クッキングサロン（要予約）
　ママたちと交流しながら離乳食を学ぶサロンです。

期日 時間 対象

12 日
（月） 10：00 ～ 11：30 離乳食を学びたいママ

やパパ

場　所：健康福祉センター

内　容：離乳食のポイントについてのお話、調理実習

　　　　を管理栄養士が担当します。

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角布

保　育：お申し込み時にご予約ください。

申　込：５月２日（金）まで電話や母子手帳アプリ

　　　　からお申し込みください。

●すくすく発達相談会（要予約）
　子どもの発達発育に詳しい専門家（公認心理師）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

期日 時間 対象

20 日
（火）

13：00 ～ 16：00
（ひとり１時間程度）

幼児からおおむね 12 歳
の児童とその保護者

場　所：健康福祉センター

申　込：電話でお申し込みください。

●産後ケア事業のご案内
　助産師等が産後のお母さんやお子さんの心と体の状

態に応じたケア（子育てに関するサポートや乳房ケ

ア）を提供し、お母さんやお子さん、そのご家族が健

やかな子育てができるよう支援します。

　 ▼短期入所…産科医療機関に宿泊し、ケアを受ける

　　ことができます。

　 ▼通所、訪問…助産院や自宅でケアを受けることが

　　できます。

＜対象となる方＞

　町内に住所がある、もしくは当町に里帰り出産で滞

在しているおおむね産後１年以内のお母さんとお子さ

んで、次の条件に当てはまる方が利用できます。

　 ▼産後ケアを必要とする方

　 ▼医療行為が必要でない方

利用料金：短期入所…１泊1,500円

　　　　　通所、訪問…１回500円

利用方法：健康福祉課こども家庭センター係までお申

　　　　　し込みください。

↓母子手帳アプリ「紅ほっぺ」はコチラから↓
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あんしん×あんぜん

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

安全安心４コマ漫画

「スピードの代償」
歩行者・自転車の利用者の
　　　　　　行動が活発になる時期

交 通 安 全 の た め に

①車の運転中は前をよく見て

　「運転に集中」

②スピード落として安全運転！

③道路を横断する時は手で合図　

　「渡る意思を伝えよう」

④全席シートベルト着用

　「幼児はチャイルドシート」
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［ 中央公民館展示案内 ］

●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）

※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、

　当日 13 ： 00 以降の便を利用する場合は、当日

　9 ： 00 ～ 11 ： 00 まで予約すれば利用可能です。

●受付時間　9 ： 00 ～ 17 ： 00

日 月 火 水 木 金 土

① ② ３

４ ５ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 10

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 17

⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ 24

㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ 31

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

５月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

《書道コーナー》
　【期間】4 月１日から 5 月 31 日まで

　　奥山　玉舟 さん（荒砥）

　　紺野　華穂 さん（萩野）

　　堀内　華芳 さん（荒砥）

《写真とあかりの展示》
　【期間】4 月 11 日～

　　　　 4 月 30 日まで

●主な動静

月　日 行　　事　　名

3月 1日 荒砥高等学校卒業証書授与式

3月 4日 白鷹町議会定例会 （初日 ・ 本会議）

3月 5日

議会運営委員会

白鷹町議会定例会 （２日目 ・ 本会議）

予算特別委員会

3月 6日 総務厚生常任委員会

3月 7日 産業建設常任委員会

3月 9日 芳賀秀次郎賞 10 周年記念式典ならびに記念祝賀会

3月 10日 山形おきたま農業協同組合 大雪被害対策にかかる要請

3月 11日 予算特別委員会

3月 12日

予算特別委員会

議会運営委員会

全員協議会

3月 14日 ふるさと森林公園再整備特別委員会

月　日 行　　事　　名

3月 14日
議会運営委員会

白鷹町議会定例会 （最終日 ・ 本会議）

3月 15日 白鷹中学校卒業式

3月 18日
新規学卒就職者激励会

白鷹 ・ 朝日 ・ 大江広域観光推進協議会総会 

3月 19日
白鷹町空き家等対策協議会

白鷹町区長会連合会懇談会

3月 21日 町重要事業要望（東京都）

3月 22日 長井市消防団公益財団法人日本消防協会特別表彰「まとい」受賞記念祝賀会

3月 25日 人事異動内示

3月 26日
西置賜行政組合議会管理者会議

西置賜行政組合議会定例会

3月 31日 町職員退職者辞令交付式

●町長交際費
支出日 区分 支出額 内　　　容

3月 14日 香典 5,000 円 職員ご親族弔慰金 （3/15）

3月 14日 香典 5,000 円 職員ご親族弔慰金 （3/16）

3月 25日 贈答品 2,850 円 重要事業要望

支出日 区分 支出額 内　　　容

3月 25日 贈答品 18,900 円 重要事業要望

計 31,750 円

３ 月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

１階町民ラウンジで
展示しています。

書・堀内 華芳
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お

し

ら

せ

６
階

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

※
前
日
正
午
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
６
６

－

７
７
８
４

　

 

こ
ぶ
し
の
家

　

「
施
設
開
放
日
」
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、
こ
ぶ
し
の
家
で
は
施

設
開
放
（
見
学
・
体
験
）
日
を
設
け

ま
し
た
。
白
鷹
町
お
よ
び
近
隣
地
域

の
皆
さ
ま
、
障
が
い
者
の
方
々
お
よ

び
ご
家
族
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
は

無
料
で
す
。

●
い
つ　

毎
月
第
４
火
曜
日　

開
放
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
白
鷹
町

大
字
鮎
貝
３
４
３
４
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

こ
ぶ
し
の
家　

竹
田
・
金
田

☎
85

－

５
６
６
０

　
　
　

 

不
登
校
親
の
会
に

　
　
　

 

来
て
み
ま
せ
ん
か

　

不
登
校
や
学
校
へ
の
行
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
の

集
ま
り
で
す
。

査
を
徹
底
し
、
安
全
性
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

林
政
課
林
業
振
興
係

☎
87

－

０
２
１
８

 

白
鷹
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

 

野
川
み
ど
り　

小
さ
な
幸
せ
の
歌

●
い
つ　

５
月
31
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分　

会
場

　

午
後
２
時　

開
演

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む

●
チ
ケ
ッ
ト　

一
人
２
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

担
当
・
原

☎
85

－

１
３
９
２

　
　

 
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

　

労
働
問
題
に
詳
し
い
労
働
委
員
会

委
員
が
、
解
雇
な
ど
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）。

●
い
つ　

４
月
17
日
（
木
）、
５
月

15
日
（
木
）、
７
月
10
日
（
木
）、
８

月
21
日
（
木
）、
９
月
11
日
（
木
）

●
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

●
ど
こ
で　

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１

　
　

白
鷹
町
虚
空
蔵
尊
祭
礼
の

　
　

開
催
に
つ
い
て　

　

例
年
、
５
月
13
日
を
高
い
山
の
日

と
し
て
、
白
鷹
山
を
境
と
す
る
３
市

２
町
（
山
形
市
、
上
山
市
、
南
陽
市
、

山
辺
町
、
白
鷹
町
）
の
地
元
の
方
々

が
山
頂
に
集
い
、
祭
礼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
ご
参
拝
く

だ
さ
い
。

●
い
つ　

５
月
13
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
夏
山
開
き

●
ど
こ
で　

白
鷹
山
山
頂

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

　
　

 

三
ツ
瀧
不
動
尊
祭
礼
の

　
　

 

開
催
に
つ
い
て

　

眼
病
平
穏
、
火
盗
消
除
、
養
蚕
安

全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ツ
瀧
不

動
尊
」
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

５
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

●
ど
こ
で　

三
ツ
瀧
不
動
尊
境
内

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

「
自
生
山
菜
」
の
放
射
性
物
質
に

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
「
自
生
山
菜
」
の
発
生

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
事

項
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
自
生
山
菜
」
は
、
生
育
環
境
の

違
い
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
出
荷
前
に

自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性
を
確

認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
荷
に
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
に
よ
る
通
信
販
売
」
も
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
特
に
「
コ
シ
ア
ブ
ラ
」
は
、
過
去

に
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
主
検

　

毎
月
第
二
土
曜
日
の
夜
に
当
事
者

の
語
り
合
い
の
場
を
開
い
て
い
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
の
中
で
お
互
い
の
悩
み

や
不
安
を
共
有
し
、
終
わ
っ
た
時
に

ち
ょ
っ
と
気
が
楽
に
な
る
よ
う
な
場

に
し
た
い
と
続
け
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
い
つ　

５
月
10
日（
土
）

　

午
後
６
時
～
午
後
８
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
会

議
室
Ａ

●
参
加
費　

２
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

親
の
会
＠
し
ら
た
か
（
山
本
）

08
shira

tak
a@gma

il.
com

　
　
　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　●
い
つ　

４
月
30
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ラ
ウ
ン
ジ

※
食
材
の
ほ
か
未
使
用
の
タ
オ
ル
、

手
ぬ
ぐ
い
な
ど
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
使
用
済
み
の
カ
イ
ロ
が
あ
れ
ば
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会

代
表 

加
藤

☎
０
９
０

－

４
０
４
６

－

０
８
９
６
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令
和
７
年
大
船
渡
市
赤
崎
町
林
野

 

火
災
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
義
援
金
名　

「
令
和
７
年
大
船
渡

市
赤
崎
町
林
野
火
災
義
援
金
」

●
受
付
期
間　

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

●
受
付
場
所
・
時
間　

白
鷹
町
役
場
１

階
町
民
課
／
白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

※
個
人
・
法
人
か
ら
の
２
，
０
０
１

円
以
上
の
義
援
金
は
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
事
務

局
で
受
領
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
福
祉
課
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
振
込
等
で
の
ご
協
力
方
法
は
、
日

本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
赤
白
鷹
町
分
区
事
務
局
／
健
康
福

祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

　

 

就
労
等
に
一
歩
踏
み
出
せ
ず

　

 

悩
ん
で
い
る
方
々
へ

　

専
門
の
相
談
員
が
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
方
の
ご
相
談

も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
出

来
る
限
り
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
長
井
出
張
相
談
会
》

●
い
つ　

５
月
13
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
以
降
、
月
に
１
回
随
時
開
催
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
で　

長
井
市
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
り

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優
）

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

　
　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
が

　
　

変
わ
り
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
山
形
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

令
和
７
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

よ
り
９
．
８
４
％
か
ら
９
．
７
５
％

に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て

は
、
１
．
６
０
％
か
ら
１
．
５
９
％

に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険
第
２

号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険
料
率

に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
保
険
料
引
き
下
げ
に
は
、

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
の

結
果
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま
す

（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
）。
引
き

続
き
疾
病
予
防
等
へ
の
取
組
（
健
診
、

特
定
保
健
指
導
、
生
活
習
慣
の
改
善

等
）
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
）】

全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
企
画

総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
３

－

６
２
９

－
７
２
２
６

　
　

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

ひ
き
こ
も
り
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

抱
え
る
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に

公
認
心
理
師
に
よ
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
い
つ　

５
月
27
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
お
ひ
と
り
1
時
間
程
度

●
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
20
日
（
火
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

 

　

「
さ
く
ら
祭
り
」
の
開
催

　

八
幡
若
衆
会
で
、「
さ
く
ら
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

売
店
、
米
沢
牛
が
当
た
る
大
抽
選
会

な
ど
大
い
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
い
つ　

４
月
19
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
雨
天
時
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
）

●
イ
ベ
ン
ト

▼
正
午
～
Ｎ
Ｓ
Ｅ
ダ
ン
ス
教
室

▼
午
後
１
時
～
よ
さ
こ
い
白
鷹
桜
鷹

會▼
午
後
２
時
30
分
～
М
Ｕ
Ｋ
Ａ
（
ゆ

か
い
な
仲
間
た
ち
）

●
売
店　

ホ
ル
モ
ン
焼
き
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
射
的
な
ど

※
大
抽
選
会
の
抽
選
券
は
、
会
場
内

売
店
で
購
入
ご
と
に
配
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
若
衆
会　

小
林

☎
０
９
０

－

６
２
５
２

－

８
４
７
５

　

担
い
手
農
家
と
の
農
地
の

　

貸
し
借
り
（
売
買
）
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改

正
に
よ
り
、
担
い
手
農
家
と
の
農
地

の
貸
し
借
り
（
売
買
）
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
原
則
と
し
て

農
地
バ
ン
ク
を
経
由
す
る
こ
と
が
必

各
種
大
会
の
結
果

第
33
回  

白
鷹
本
因
坊
・
棋
聖
戦

期
日
／
３
月
16
日
（
日
）

場
所
／
荒
砥
地
区

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
―

打ちたい
所へ

のびのび
と。

【
本
因
坊
戦
】

第
１
位　

横
山　

和
広　

七
段
（
高
畠
）

第
２
位　

船
山　

嘉
実　

九
段
（
白
鷹
）

第
３
位　

橋
本　
　

浩　

九
段
（
南
陽
）

第
４
位　

松
永　
　

孝　

七
段
（
長
井
）

第
５
位　

加
藤　

泰
治　

八
段
（
高
畠
）

【
棋
聖
戦
】

第
１
位　

芳
賀　

正
明　

五
段
（
米
沢
）

第
２
位　

島
津　

恵
次　

五
段
（
高
畠
）

第
３
位　

菅
野　

彰
浩　

一
級
（
米
沢
）

第
４
位　

横
澤　

弘
一　

四
段
（
長
井
）

第
５
位　

大
友　

賢
治　

二
段
（
白
鷹
）
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●窓口業務時間延長（19 ： 00まで）

毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談

日時：７日（水）14 ： 10 ～ 16 ： 10

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日17 ： 00までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室

日時：毎週火曜日　13 ： 30 ～ 20 ： 00

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課こども家庭センター係　☎86-0212

●農業委員会

総会開催日：26日（月）11 ： 00 ～

受付締切日：９日（金）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談

小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0299

大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃7119 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0799

日時：毎日18 ： 00 ～翌朝８：00

 ５月 の窓口延長・相談日・開催日

荒砥駅内紅の里 SHOP ギャラリー企画展

【問い合わせ】（一社）白鷹町観光協会　☎86-0086

「元気に育て！こどもの日展」
　端午の節句にちなみ、元気な子どもたちをイ

メージした作品と人形作家石井美千子さんの写

真パネル「人形昭和のこどもたち」を展示しま

す。ぜひ、ご覧ください。

期間：４月１日 (火 )～５月 25 日 (日 )

場所：荒砥駅内　【紅の里 SHOP】ギャラリー

時間：10:00 ～ 16:00

要
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
７

年
４
月
以
降
も
農
用
地
利
用
集
積
計

画
に
よ
る
貸
借
期
間
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
、
期
間
満
了
ま
で
契
約
は
有

効
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
法
３
条
に
よ
る
貸
し

借
り
、
売
買
の
手
続
き
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
農
地
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
８

　

 

県
営
住
宅
の
一
般
公
募

　

 

（
随
時
募
集
）
の
お
知
ら
せ

●
募
集
期
間　

５
月
12
日
（
月
）
～

12
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
休
館
日
に
な
り

ま
す
。

●
募
集
団
地　

県
営
白
鷹
、
あ
ら
と

ア
パ
ー
ト

※
詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
入
居
時
期　

入
居
申
し
込
み
か
ら

２
～
３
カ
月
後

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社

（
正
式
名
称
・
山
形
県
住
宅
供
給
公

社
）
置
賜
地
域
管
理
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

２
４

－

２
３
３
２

　
　

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　

特
措
法
無
料
相
談
会

●
い
つ　

５
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で

●
ど
こ
で　

山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

第
２
研
修
室
・
和
室
研
修
室

●
内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝

炎
に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象

と
し
た
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
山
形
・

福
島
事
務
所

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

　

の
免
許
を
お
持
ち
の
方
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

義
務
と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免

許
交
付
の
日
か
ら
10
年
ご
と
写
真
の

書
き
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

免
許
の
写
真
下
欄
の
期
限
を
確
認

の
上
、
速
や
か
に
手
続
き
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

一
般
財
団
法
人　

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１
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白白
鷹鷹
町町
総総
合合
型型
地地
域域

スス
ポポ
ーー
ツツ
クク
ララ
ブブ
通通
信信

ＲＲ
ＯＯ
＊＊
ＫＫ
ＵＵ

ロロ

ッッ

クク

をを
楽楽
しし
もも
うう
♪♪

〝〝  

令令
和和
７７
年年
度度  

会会
員員
募募
集集
！！  

〟〟  
  

参参
加加
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
年年
会会
費費
とと
参参
加加
費費

をを
添添
ええ
てて
おお
申申
しし
込込
みみ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

 

【【  

料料
金金
・・
入入
会会
方方
法法  

等等
】】 

年年
会会
費費
／／
年年

（（大大
人人
））３３
８８
００
００
円円
（（子子
どど
もも
））２２
８８
００
００
円円
（（家家
族族

セセ
ッッ
トト
／／
一一
世世
帯帯
二二
名名
まま
でで
））５５
００
００
００
円円  

参参
加加
費費

各各
教教
室室
にに
よよ
りり
異異
なな
りり
まま
すす
。。  

  

◇◇
皆皆
ささ
まま
のの
やや
るる
気気
をを
応応
援援
しし
まま
すす
！！  

  

２２
教教
室室
目目
以以
上上
参参
加加
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
、、
２２
教教
室室
目目

かか
らら
参参
加加
費費
がが
半半
額額
にに
なな
りり
とと
てて
もも
おお
得得
でで
すす
。。  

  

入入
会会
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
教教
育育
委委
員員
会会
まま
でで  

  

おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。
（（
☎☎
8877--

３３
１１
７７
７７
））  

※※
全全
てて
のの
教教
室室
でで
初初
回回
無無
料料
体体
験験
がが
でで
きき
まま
すす
。。
又又

体体
験験
後後
にに
教教
室室
でで
もも
入入
会会
手手
続続
きき
がが
でで
きき
まま
すす
。。  

◎◎
チチ
ェェ
アア
エエ
クク
ササ
ササ
イイ
ズズ  

イ
ス
に
座
っ
て
行
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。 

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
１１８８
日日
・・
５５
月月
２２
日日
・・
1166
日日
（（
金金
曜曜
日日
））  

時時
間間  

午午
後後
１１
時時
3300
分分
～～
２２
時時
3300
分分  

  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

  

対対
象象  

大大
人人
のの
方方  

持持
ちち
物物  

タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  

梅梅
津津  

順順
子子  

先先
生生  

参参
加加
費費  

９９
千千
円円
／／
年年
（（
全全
2211
回回
／／
年年
））  

  

◎◎
ゆゆ
るる
トト
レレ
教教
室室  

ス
ト
レ
ッ
チ
と
坐
禅
を
行
い
ま
す
。  

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
2233
日日
・・
５５
月月
７７
日日
・・
2211
日日
（（
水水
曜曜
日日
））  

時時
間間  

午午
後後
７７
時時
3300
分分
～～
８８
時時
3300
分分  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

  

対対
象象  

大大
人人
のの
方方  

持持
ちち
物物  

タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  

菅菅
野野  

信信
也也  

先先
生生  

参参
加加
費費  

１１
万万
円円
／／
年年  

（（
全全
2233
回回
／／
年年
））  

      

◎◎
シシ
ニニ
アア
のの
リリ
ズズ
ムム
体体
操操
教教
室室  

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
！ 

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
2255
日日
・・
５５
月月
９９
日日
・・
2233
日日
（（
金金
曜曜
日日
））

時時
間間  

午午
前前
1100
時時
～～
１１１１
時時  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

  
対対
象象  

大大
人人
のの
方方  

持持
ちち
物物  

シシ
ュュ
ーー
ズズ
・・
タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  
菅菅
原原  

陽陽
子子  

先先
生生  

参参
加加
費費  
１１
万万
円円
／／
年年  

（（
全全
2233
回回
／／
年年
））  

  
  

◎◎
背背
骨骨
ココ
ンン
デデ
ィィ
シシ
ョョ
ニニ
ンン
ググ
教教
室室  

カ
ラ
ダ
の
歪
み
を
整
え
る
体
操
と
筋
ト
レ
！ 

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
2288
日日
・・
５５
月月
1122
日日
・・
2266
日日
（（
月月
曜曜
日日
）） 

時時
間間  

午午
後後
７７
時時
～～
８８
時時  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

  

対対
象象  

大大
人人
のの
方方  

持持
ちち
物物  

ババ
スス
タタ
オオ
ルル
・・
タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  

菅菅  

悟悟  

先先
生生  

参参
加加
費費  

１１
万万
円円
／／
年年  

（（
全全
2222
回回
／／
年年
））  

  

◎◎
美美
姿姿
勢勢
エエ
クク
ササ
ササ
イイ
ズズ  

姿
勢
改
善
や
腰
痛
予
防
に
最
適
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
1155
日日
・・
５５
月月
1133
日日
・・
2277
日日
（（
火火
曜曜
日日
））  

時時
間間  

午午
後後
７７
時時
～～
８８
時時  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

対対
象象  

大大
人人  

持持
ちち
物物  

タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料  

  

講講
師師  

菅菅
原原  

陽陽
子子  

先先
生生  

参参
加加
費費  

１１
万万
円円
／／
年年  

（（
全全
2233
回回
／／
年年
））  

◎◎
背背
骨骨
ココ
ンン
デデ
ィィ
シシ
ョョ
ニニ
ンン
ググ
教教
室室  

カ
ラ
ダ
の
歪
み
を
整
え
て
元
気
に
！ 

４４
・・
５５
月月
のの
予予
定定

４４
月月
1155
日日
・・
５５
月月
2200
日日
（（
火火
曜曜
日日
）） 

時時
間間  

午午
後後
２２
時時
～～
３３
時時  

場場
所所  

白白
鷹鷹
町町
武武
道道
館館  

  

対対
象象  

大大
人人
のの
方方  

持持
ちち
物物  

ババ
スス
タタ
オオ
ルル
・・
タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  

森森  

千千
暁暁  

先先
生生  

参参
加加
費費  

１１
万万
円円
／／
年年  

（（
全全
2222
回回
／／
年年
））  

  

◎◎
走走
りり
っっ
かか
クク
ララ
ブブ 

 

いい
つつ  

毎毎
週週
月月
、、
水水
曜曜
日日  

時時
間間  

午午
後後
７７
時時
～～
８８
時時  

  
  

  
  

  
  

場場
所所

中中
央央
公公
民民
館館  

対対
象象    

小小
学学
生生
以以
上上
～～
大大
人人  

持持
ちち
物物  

着着
替替
ええ
・・
タタ
オオ
ルル
・・
飲飲
料料    

講講
師師  

白白
鷹鷹
ママ
ララ
ソソ
ンン
クク
ララ
ブブ  

参参
加加
費費  

６６
千千
円円
／／
年年  

  
  

＜＜おお申申しし込込みみ・・おお問問いい合合わわせせ＞＞

白白鷹鷹町町総総合合型型地地域域

ｽｽﾎﾎﾟ゚ｰーﾂﾂｸｸﾗﾗﾌﾌﾞ゙

ゆゆめめススポポししららたたかか

「「ＲＲＯＯ＊＊ＫＫＵＵ」」
(事事務務局局：：白白鷹鷹町町教教育育委委員員会会内内) 

TEL.87-3177  
フフェェイイススブブッックク 

FAX.85-2183 
E-mail roku@sgic.jp 
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表紙の写真

荒砥小学校で行われた入学式で撮影したも

の。元気いっぱいの新入学児が、キラキラと

目を輝かせながら式に臨み、今日から始まる

学校生活に期待を抱いていました。

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ３月１日～ 31日申出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

中川　祐二（98） 山口

　野キヨ子（100） 針生

田口　要一（81） 十王

船山　キヌ（93）  横田尻

安達　勘司（73） 滝野

●おくやみ

●まちの人口

　（令和 7 年 3 月 31 日現在／ （　） は前月比）

 ・ 人口　12,136 人 （▲ 50）

　    　　 　　男性　6,040 人 （▲ 20）

 　  　　　　　女性　6,096 人 （▲ 30）

 ・ 世帯数　4,694 戸 （＋ 6）

※住民基本台帳に基づく人口です。

▼春は出会いと別れの季節。泣いたり、笑ったり、さま

ざまな感情が入り混じりながら過ごした方も多いのでは

ないでしょうか。取材をしていてすごく感じたのが、「春

は感動の瞬間に一番多く出会える季節」ということ。卒

業式では、卒業生の涙にもらい泣きをし、入学式では、

新入生の緊張した面持ちの中に時折見せる微笑みで心が

キュンッてなったり（笑）。いつもワクワクしながらカ

メラを持って取材に行きました！私にとって、広報担当

２年目を迎えた春。新しい視点を持ちながら、この町の

魅力にフォーカスをあて、昨年以上に親しみを持っても

らえる『広報しらたか』をつくっていきたいと思います。

▼紙面をつくる上で一番悩むことがネタです…。「こんな

面白いネタがあるよ！」「ミライのカタチにこの人を取

り上げてほしい！」といった情報をいただけたら、もう

泣いて喜びます。せっかくの広報紙、より多くの方に関

わっていただきたいと思っていますので、今年度もどう

ぞよろしくお願いします。（いわさわ）

新野　光夫（75） 荒砥甲

橋本　一男（84） 畔藤

芳賀　恒夫（83） 高岡

竹田美智子（88） 十王

川村　英子（86） 菖蒲

－お詫びと訂正－

　広報しらたか３月号 28 頁に掲載しております

除雪ボランティアの記事内容につきまして、参加

者欄に「一般参加者」の記載が漏れておりました。

お詫びして訂正いたします。

　　 広報しらたか   2025. 439
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広
報
し
ら
た
か
は
再

生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｍ
о

竹た
け
も
と本　

幸こ
う
き貴

さ
ん(
鮎
貝
在
住)

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
広
げ
、

　
　

暮
ら
し
の
在
り
方
に
希
望
を
与
え
た
い
。

この町で素敵な「未
ミライ

来」を描く方をご紹介します。
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畔藤地内Hさま邸での実績！
理想の暮らしを叶えます！

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
手
が
け
、
理
想
の
暮
ら

し
を
叶
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ィ
ア
と
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
る

竹
本
幸
貴
さ
ん
で
す
。

　

竹
本
さ
ん
は
、
山
形
市
の
東
北
芸
術

工
科
大
学
を
卒
業
後
、
隣
県
に
あ
る
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
社
に
就
職
。
そ
の
会

社
は
、
業
界
で
東
北
一
の
業
績
を
誇
り
、

10
数
年
の
う
ち
に
急
成
長
を
遂
げ
た
企

業
で
し
た
が
、
半
面
、
業
務
過
多
に
よ

り
、
現
場
で
は
顧
客
に
注
ぐ
余
裕
が
な

く
、
部
下
や
後
輩
の
ク
レ
ー
ム
対
応
に

追
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
人
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る

仕
事
の
は
ず
な
の
に
、
１
軒
１
軒
安
定

し
て
喜
び
を
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
違

和
感
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
起
業
を
決
断
。
そ
し
て
、
妻
の
出
身

地
で
あ
る
白
鷹
町
に
移
住
し
、
２
０
２

２
年
に
株
式
会
社
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｍ
о
を
設

立
。
現
在
は
、
山
形
市
と
白
鷹
町
に
事

務
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

竹
本
さ
ん
が
仕
事
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、
お
客
さ
ま
と
の
距
離
感
で

す
。
「
私
は
相
談
窓
口
か
ら
設
計
、
積

算
、
現
場
管
理
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ま
で
す
べ
て
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ま
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
と
い
う

思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
完
成
し

た
時
の
喜
び
と
感
動
を
一
緒
に
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
は
と
て
も
大

き
い
で
す
」
と
語
る
竹
本
さ
ん
。

　

白
鷹
町
に
は
、
令
和
４
年
度
時
点
で

約
９
０
０
棟
も
の
空
き
家
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
現
状
に
竹
本
さ
ん
は
、
「
家
は
必

ず
し
も
新
築
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
思

い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
家
を
、
今

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
形
に
変
え

る
と
い
う
意
味
で
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
は
素
晴
ら
し
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
ん
な
も
の
な
の

か
未
だ
浸
透
し
て
い
な
い
課
題
も
あ
り
、

今
後
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
伝

え
、
今
あ
る
家
を
大
切
に
し
て
く
れ
る

人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
か
け
る
強
い
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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